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森
林
は

、

人
を
は
じ
め
と
し
て
生
物
が
生

き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
で
打
重
な
宝
で
あ

る
。日

本
は
第
二
次
大
戦
か
ら
戦
後
の
復
興
期

に
か
け
て

、

多
く
の
樹
木
を
乱
伐
し
て

、

貨

重
な
森
林
の

一
部
が
失
わ
れ
た
が

、

そ
れ
で

も
い
ま
な
お
国
土
の
七
割
は
森
林
で、

世
界

で
も
珍
し
い
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
る。

照
葉
樹
林

、

夏
緑
広
葉
樹
林
は

、

移
り
変

わ
る
四
季
と
と
も
に
日
本
文
化
の
生
み
の
親

で
あ
り
、

古
代
人
は
森
に
衣
食
住
の
大
部
分

を
依
存
し
て

、

大
切
に
扱
っ
て
き
た
。

い
ま

残
っ
て
い
る
自

然
林
（
天
然
生
林
）
は

、

先

祖
の
迫
産
で
あ
る
。

二
十
世
紀
の
工
業
化
社
会
に
生
き
る
現
代

（
社）

『

森

林
保

護
』

日

本
山
岳
会
自

然
保
護
全
国
集
会

ヘ

人
は

、

必
ず
し
も
森
林
を
大
切
に
し
て
こ
な

か
っ
た
。

世
紀
末
が
近
づ
き

、

環
境
汚
染

、

崖
崩
れ
や
地
滑
り

、

洪
水
な
ど
森
林
を
大
切

に
し
て
こ
な
か
っ
た
報
い
を、

い
ま
払
わ
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日

本
山
岳
会
は
一
九
0
五
年
の
創
立
以
来

八
十
年

、

常
に
自
然
保
護
を
重
視
し
美
し
い

日
本
の
山

と
渓
を
次
代
に
残
す
努
力
を
重
ね

て
き
た
。
森
林
は
日
本
の
美
し
い
山
と
渓
の

も
と
で
あ
る
。

し
か
し
今
年
五
月
に
総
合
保

養
地
域
整
備
法
が
成
立
し
過
疎
地
対
策、

内

需
拡
大
の
声
と
と
も
に

、

乱
開
発
で
先
祖
の

迫
産
で
あ
る
森
林
が
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
を
お

そ
れ
る
。

ま
た

、
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昭
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提

）
の
ま
ま
森
林
を
荒
れ
る
に
ま
か

言
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一、

国
民
総
参
加
へ
の
推
進
。

森
林
の
必
要
性
に
対
す
る
国
民
の
理
解
も

記

あ
と
十
数
年
で
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
い

ま
、

祖
先
が
営
々
と
育
て

、

残
し
て
く
れ
た

森
林
を

、

わ
れ
わ
れ
の
世
代
が
破
壊
し、

荒

廃
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
美
し
い
森

林
を
次
代
に
残
す
の
は

、

現
代
に
生
き
る
わ

れ
わ
れ
の
使
命
で
あ
る
。

本
日

、

第
十

一二
回
日
本
山
岳
会
自
然
保
護

全
国
集
会
に
お
い
て

、

森
林
保
護
に
つ
い
て

話
し
合
い

、

認
識
を
深
め

、

基
本
的
で
か
つ

重
要
な
事
項
に
つ
い
て

、

次
の
と
お
り
提
言

す
る
。

日
本
古
来
の
美
し
い
伝
統
で
あ
る

『
木
の
文
化
』
は人
々
の
生
活
か
ら

、

か
け

離
れ
て
遠
い
存
在
と
な
り
か
ね
な
い
。
自
然

保
護

、

森
林
保
護
は

、

い
よ
い
よ
大
切
で
あ

る
。

せ
れ
ば

一、

国
有
林
の
公
益
的
機
能
重
視
の
確
立
。

森
林
は
林
業
資
源
と
し
て
経
済
性
に
重
点

が
腔
か
れ
て
い
た
が

、

い
ま
や
保
安
林
や
自

然
公
園
な
ど
で

、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
然
環

境
保
全
の
た
め
の
公
益
的
機
能
が
重
視
さ
れ

て
き
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
森
林
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
で

、

そ
の
公
益
的
機

能
を
維
持
す
る
た
め
に

、

独
立
採
算
性
によ

る

林
野
行
政
の
特
別
会
計
制
度
を
見
直
し、

国
の
一
般
会
計
で
賄
ぅ
べ
き
で
あ
る
。

一、

国
有
林
に
関
す
る
権
限
の
一
本
化
。

現
在

、

国
有
林
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
が

そ
の
殆
ど
を
管
理
運
営
し
て
い
る
が、

自
然

公
園
で
は
衷
境
庁
が

、

天
然
記
念
物
は
文
化

( 1 ) 
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庁
が
、
行
政
的
役
割
を
分
担
す
る
な
ど
、
制

度
、

法
律
、
財
政
措
爵
な
ど
で
整
合
性
が
取

れ
て
い
な
い
。

国
有
林
の
大
部
分
は

、

自
然
林
と
し
て
日

本
列
島
の
脊
稜
山
脈
地
帯
に
あ
る
。
ま
た

、

国
立
公
園
な
ど
自
然
公
園
の
な
か
に
あ
る
国

有
自
然
林
は
、

自
然
最
親
と
し
て
も
優
れ
て

お
り
、
大
切
に
保
存
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
国
立
公
園
内
の
特
別
地
域
は、

特

別
保
護
地
区
・
一
種
・

ニ
種
・

三
種
に
区
分

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
特
別
地
域
の
区
分
け

も
、
関
係
官
庁
の
所
管が
絡
ん
で

、

環
境
保

全
、
景
観
保
全
を
重
視
し
た国
民
福
祉
の
面

か
ら
万
全
の
も
の
と
は
言
い
難
い
。
ま
た

、

所
轄
官
庁
の
反
対
か
ら

、

当
然
国
立
公
園
へ

編
入
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
地
城、

ま
た
は
原

生
自
然
環
境
保
全
地
城
の
指
定
が
困
難
な
ど

の
弊
害
は
除
去
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
弊
害
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、

国
立
公
菌
内
の
国
有
林
の
管
理
運
営
を
環
椀

庁
へ
移
管
す
る
な
ど
、
行
政
の
一
元
化
と
と

も
に
自
然
林
保
全
の
た
め
、
思
い
切
っ
た
抜

本
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
総
合
保
養
地
域
挫
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
地

域
法
）
の
対
策
。

同
法
は
、
農
林
水
産
省
な
ど
六
省
庁
が
主

務
官
庁
と
な
っ
て
基
本
方
針
を
定
め
、
都
道

府
県
は
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
構
想
を
作

成
し
、
民
間
活
力
を
導
入
、
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
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必
要
と
し
た
だ
ろ
う
。

一
以
八
十
tン
、
八
五
＊。、

当
時
二
十
九
歳
~

の
ス
ワ
ン
が
寝
袋
で
見
た
の
は

「
お
い
し
い
も
の
が
い

っ
ぱ
い
の

~

レ
ス
ト
ラ
ン
で
私
の
と
こ
ろ

だ
け
い
つ
ま
で
た

っ

て
も
ウ
エ
イ
タ

i

一幻
的
⑩
圃

ー
が
注
文
を
取
り
に

来
な
い
夢
」
だ
っ
た
。

~

＂
ス
コ

ッ

ト
魂
、
い
ま

食
植
に
限
り
が
あ
る
以
上
、
前
進
が
少
し
で
も
遅
れ
れ
ば
そ
れi

i
と
ん
が
っ

た
部
分
の
な
い
、
広
漠
と
し
た
地
域
を
「
山
」
の
範
は
死
を
意
味

し
た
。

と
り

わ
け
難
関
の
バ
ー
ド
モ
ア
氷
河
の
横
断i

i
ち
ゅ
う
に
い
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
党
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

中
、
中
間
地
点
を
通
過
し
て
か
ら
は

、

も
う

引
き
返
す
こ
と

は
あ

i

i
な
い
が
、
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
厳
し
さ
、
冒
険
の
精
神
な
ど
、
た
り
得
な
かっ
た
。

平
均
一
日

二
十
＊

．
、
時
に
は
テ
ン
ト
を
張
る
時

i

i
と
え

ば
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
多
く
の
共
通
項
を
持
つ

「極
地
」
を
こ
の
n

間
も
惜
し
く
、
氷
河
の
上
に
寝
袋
で
ご

ろ
寝
す
る
日
も
あ
っ

た
。

i

了
フ
ム
で
は
折
に
つ
け
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
一
九
八
八
六
年
一
月
十
七
日
午
後
十

一
時
五
十
三
分
、
三
人
は
ほ
と
ん

i

。

し
か
し

、

出
迎
え
て

i

i
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
ス
コ
ッ
ト
隊
の
跡
を
た
ど
り

、

徒
歩
ど
奇
跡
的
に
正
確
に
南
極
点
に
到
達
し
た

i
で
南
極
点
に
到
達
し
た
英
国
隊
の
リ
ー
ダ
ー、

ロ
バ
ー
ト

・

ス
ワ
く
れ
る
は
ず
の
仲
間
は

一
人
も
い
な
か
っ
た
。

彼
ら
と

プ
ロ
ベ
ラ

i

i
ン
が
来
日

、

日
本
山
岳
会
で
話
を
す
る
（
一
月
二
十
七
日
）
と
聞
機
を
乗
せ
て
エ
ヴ
ァ
ン
ス
岬
近
く
ま
で
来
て
い
た

ニサ
ザ
ン
・

ク
~

i
き
、
そ
ん
な
訳
で
何
は
と
も
あ
れ
駆
け
つ
け
た

。

ウ
ェ
ス
ト
号
」
は
氷
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

、

三
人
の
極
点
到
達
の
わ
i

i

―
九
―
二
年
一
月
十
七
日、

ノ
ル
ウ
エ
ー

の
ア
ム
ン
ゼ
ン
隊
に
ず
か
十
一
分
後
に
氷
海
に
没
し
た
の
で
あ
る
。

幸
い
、
全
員
氷
上
一

i
一
ヵ
月
あ
ま
り
遅
れ
て
南
極
点
に
到
達
、
帰
路
激
烈
な
寒
気
と
飢
に
避
難
し
、
無
事
だ

っ
た
。
一
切
外
部
の
力
、
と
り
わ
け
政
府
機
一

一え
か
ら
全
滅
し
た
ス
コ
ッ
ト
隊
の
悲
劇
か
ら
七
十
四
年
、
エ
ヴ
ァ
関
の
助
け
を
借
り
な
い
つ
も
り
だ

っ
た
冒
険
者
と
そ
の
支
援
グ
ル

i

ー

。
フ
は
米
マ
ク
マ
ー
ド
基
地
の
飛
行
機
に
安
全
な
場
所
へ
の
移

送
i

i
ン
ス
岬
か
ら
同
じ
ル
ー
ト
を
極
点
ま
で
歩
い
て
た
ど
ろ
う
と
し
た

i
若
者
達
の
試
み
は
、
必
ず
し
も
全
英
の
支
持
を
受
け
た
訳
で
は
な
を
願
う
ハ
メ
に
なっ
た
。

＂

ッ

ト
隊
の
メ
ン
パ
ー
が
使
っ
た
当
時

一

i
か
っ

た
。
千
五
百
＊
。
も
の
距
離
を
一
切
補
給
を
受
け
ず
、
し
か
も
四
分
の
三
世
紀
前
、
ス
コ

う
の
で
あ
る
。
「
と
り
わ
の
ま
ま
の

小
屋
の
内
部
な
ど
ス
ワ
ン
は
登
富
な
ス
ラ
イ
ド
を使
っ

i

i
無
線
機
も
持
た
ず
に
歩
き
抜
こ
う
と
い

i
け
政
府
機
関
は
全
く
批
判
的
だ
っ
た
」
と

＿二
十
一
歳
、
胸
板
の
い
て
、
自
分
達
の

，
ク
レ
イ
ジ
ー
な
行
為
“
が
も
た
ら
し
た
成
果
に

i

つ
い
て
語
っ
た
。

四
億
円
以
上
か
か
っ
た
経
費
の
多
く
は
民
間
ス

~

i
か
に
も
厚
い
ス
ワ
ン
は
言
う

。

ボ
ン
サ
ー
、

帰
国
後
の
講
演
な
ど
で
ま
か
な
っ
た
と
い
う
。

七
百
一

i

こ
の
冒
険
の
た
め
建
造
さ
れ
た
六
百
ト
ン
の
探
検
船
「
サ
ザ
ン

・

i
ク
ウ
ェ
ス
ト
号
」
で
エ
ヴ
ァ
ン
ス
岬
に
上
陸
し
た
の
が
八
五
年
二
十
四
回
目
の
講
演に
あ
た
っ
た
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
で
の
報
告
は

i

i
月
五
日
。
九
ヵ
月
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
経
て
ス
ワ
ン
ら
一
二
人
は
十
一円
に
も
な
ら
な
い
も
の
だ

っ
た
が
、

彼
に
は
新
た
な
計
画
が
あ
i

ス
ト
ラ
リ
ア

、
そ
し
て
日
本
の
冒
険
~

i
一
月
三
日、

一
人
二
百
＊
O
Y
分
の
食
糧
、
装
備
を
満
載
し
た
そ
り
る
。

英
、
米
、
ソ
連
、
オ
ー

i
を
曳
き

、

ス
キ
ー
を
は
い
て
出
発
し
た。

一
日
五
千
百
カ
ロ
リ
ー
者
が

一緒
に
な
っ
て

、

今
度
は
北
極
点
ま
で
歩
こ
う
と
い
う
の
で

一

（江
本
嘉
伸
）
一

i
の
食
糊
摂
取
で
こ
の
重
さ
を
引
っ
張
る
の
は

、

よ
ほ
ど
の
体
力
を
あ
る
。
そ
れ
も
地
球

の
環
境
問
題
を
訴
え
て
。

9
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自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
は
、
十
一
月

十
四
日

（
土）
1

十
五
日
（
日
）
東
京
・

八
王
子
、

大
学
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で

、

第
十
三
回
自
然

保
護
全
国
集
会
を
開
き、

今
年
の
主
要
鏃
題

第
十
三
回
自
然
保
護

全
国
集
会
を

開
催

『
森
林
保
護
』
へ
の

提
言
を
採
択

一
、
自
然
保
護
思
想
の
啓
蒙
、
普
及
。

国
を
は
じ
め
行
政
機
関
や
民
間
団
体
は

、

美
し
く
豊
か
な
日
本
の
自

然
を
二
十

一
世
紀

に
残
す
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
次
代

を
担
う
行
少
年
に
対
す
る
自
然
保
護
教
育
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
全
般
へ
の
自

然
保
護
思
想
の
啓
蒙
、
普
及
に
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
も
、自

然
保
護
思
想
の
啓
蒙
、
普
及
に

一
屈
努
力
す

る
。

（
一
九
八
七
年
十
一
月
十
五
日
）

留
意
す
べ
き
点
は

『良
好
な
自
然
条
件
を

有
す
る
土
地
を
含
む
相
当
規
模
の
地
域
』
の

運
用
で
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
『
環
悦

庁
長
官
ほ
か
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
す

る
』
こ
と
に
な
っ

て
は
い
る
が
、
自
然
公
園

等
の
費
重
な
自
然
林
な
ど
、
大
面
積
が
侵
食

さ
れ
る
お
そ
れ
が
多
い
。
国
土
保
全
の
観
点

か
ら
も
、
乱
開
発
は
防
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

i
報
告
較
的
少
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
若
手
の
講
師
の
個
々
の
話
を
聴

<
i

i

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
と

、

高
所
問
題
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
理
解
の
不
足
や
、

研
究

i

~

「チ
ョ

モ
ラ
ン
マ

登
山
に
の
不

十
分
な
点
が
見
ら
れ
る
と
いう
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た

、
独
一

自
な
組
織
内
で
の
階
級
性
や

、

そ
れ
か
ら
来
る
使
命
感
に
よ
る
過

i

一
於
け
る

高
所
の
問
題
」

度
の
精
神
的
負
担
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
述
べ
ら
れ
た。

i

最
近

、

海
外
登
山
の
研
究
と
い
え
ば
、
無
酸
素
登
山
や
ア
ル
パ一

高
所
登
山
研
究
委
員
会

i

昨
年
十
二
月
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
、
三
国
友
好
登
山
事
務
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
様
式
に
関
心
が
集
ま
り
、
遠
征
に
関
す

i

i
局
に
お
い
て
表
記
の
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
四
る
渉
外
問
題
や
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
資
料
の
収
集
だ
け
が
盛
ん
~

一十
五
名
。

で
、

登
山
そ
の
も
の
の
技
術
や
体
力
な
ど
細
か
い
問
題
が
取
り
上

一

i
講
師
に
は
防
衛
大
学
山
岳
会
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
隊
の
川
上
隊
げ
ら
れ
る
機
会
は
少
い
と
聞
い
た
。

i

i
長
を
は
じ
め
、
山
口
、
小
林
、
松
本

、

岩
崎

、

細
田
氏
ら
五
隊
員
恣
意
的
な
表
現
を
す
れ
ば

、

ど
の
よ
う
な
登
山
も
基
盤
は
あ
く

一

丁
と、

撮
映
隊
と
し
て
参
加
し
た
村
口
氏
が
出
席
さ
れ
た
。
ま
で
個

人
の
能
力
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う。
も
ち
ろ
ん

、

高
所
登

i

一
同
隊
は
、
一
九
八
七年
ボ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー

ン
期
に
チ
ョ
モ
ラ
山
に
組
織
を
整
え

、

運
営
に
意
を
用
い
る
こ
と
は
当
然
大
事
な
こ
一

i
ン
マ
西
稜
か
ら
の
登
頂
を
目
的
に
活
動
し
た
が
、
途
中
、
登
攀
隊
と
で
あ
る
が

、

ま
た
一
方

、

そ
れ
を
支
え
る
も
の
は
あ
く
ま
で
隊

i

一長
の
遭
難
死
亡
と
い
う
不
慮
の
事
故
に
よ
っ

て
登
山
期
間
が
制
約

員
個
人
の
体
力
や
技
術
、
知
恵
や
意
欲
で
あ
り、

隊
員
同
志
の
協

i
3

；
れ
、
悪
天
候
と大
批
の
降
雷
に
阻
ま
れ
て

、

最
高
到
達
点
八

一

調
性
な
ど

、

一
見
き
わ
め
て
小
さ
な
問
題
が
登
山
の
成
否
に
か
か

一
（

1
0
0
"ぷら
下
山
帰
国
し
た
も
の
で
あ
る

。

わ
る
き
わ
め
て
重
要
な
要
因
に
も
な
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

i

一
初
め
に
川
上
隊
長
よ
り
遠
征
の
概
況
が
説
明
さ
れ
た
が
、
登
山
ろ
う
か
。

i
活
動
に
入
る
ま
で
の
慎
重
な
高
所
順
応
や、

前
半
の
行
動
を
通
じ
そ
の
よ
う
な
問
題
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
点

、

有
意
義
な

i

i
て
の
基
礎
的
指
導
の
実
際
、
と
り
わ
け
、
雪
崩
の
回
避
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

＂

i
の
話
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

講
師
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。
当
会
に
参
加
し
た
＝
＿
i

i

結
果
的
に
は
、
八
一
0
0
1＂
に
五
名

、

全
員
が
七
三
〇
〇
"
:
に
国
友
好
登
山
の若
手
隊
員
諸
兄
の
活
動
と
無
事
を
祈
る
や
切
で
あ

i

i
到
達
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
過
去
の
高
所
登
山
経
験
者
が
比
る
。
（
文
責
•
松
永
敏
郎

）
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『
森
林
保
護
』
を
中
心
に
討
謡
を
行
な
い、

参
加
者
の
自
己
紹
介

、

支
部
報
告
が
行
な
わ
の
反
対
が
集
ま
っ
た
。

今
後
も
支
援
と
指
導

『森
林
保
護
』

へ
の
提
言

（
前
掲
）
を
採
択
れ
た
。
が
欲
し
い

』
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
福
岡

し
た
。
最
初
に

、

青
森
の
成
田
氏
の
『
八
甲
田
口
の
佐
野
氏
は
『
屋
久
島
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を

参
加
者
は

、

支
部
か
ら
十
人

、

首
都
囲
自

ー

プ
ウ
エ
イ
建
設
問
題
は
地
元
山
岳
会
と
野
建
設
す
る
計
画
が
あ
り、

反
対
へ
の
協
力
と

然
保
護
委
員
二
十
四
人

、

一
般
会
員
三
人
。

鳥
の
会
が
反
対
、
白
神
山
地
の
青
秋
林
道
支
援
を

』
。
ま
た
山
陰
の
小
西
氏
か
ら

は
『大

国
見
委
員
長
の
開
会
挨
拶
の
後

、

第
一
部
は
は

、
水
源
保
安
林
の
解
除
に
一＿
一千
五
百
以
上
山
の
特
別
保
護
地
区
の
砂
防
工
事
で
、
従
来



〇

は
資
材
を
リ
フ
ト
で
運
ん
で
い
た
が、

プ
ナ
然
林
が
あ
る
。
今
年
は
知
床
伐
採
問
題

、

白

2
 

．

の
大
木
を
伐
採
し
て
林
道
を
造っ
て
い
る
。
神
山
地
の
プ
ナ
林
の
保
護
と
胄
秋
林
道
建
設

•
特
別
保
護
地
区
で
あ
り

、

山
岳
会
も
林
道
建
な
ど

、

多
く
の
自
然
林
の
保
護
が
問
題
と
な

2
 設

に
反
対
し
て
ほ
し
い
』
と

の
要
請
が
あ
っ

っ
た
。

ま
た
五
月
に
リ
ゾ
ー
ト
地
域
法
が
成

8
 

8
 

, 
ー

た
。

立
し
て

、

内
需
拡
大
、
地
域
振
興
の
要
請
も

2
 

5
1

東
海
の
三
ツ

石
氏
か
ら

『
林
道
、
登
山
道
あ
り
、
日
本
中
に
大
規
模
開
発

が
目
白
押
し

の
オ
ー
ト
パ
イ
取
り

締
ま

り
を
警
察
は
取
り
と
な

っ

て
い
る
。

自
然
林
の
危
機
で
あ
り
、

上
げ
て
く
れ
な
い
』
。｛
晶
山
の
石
坂
氏は
『
立
森
林
保
護
を
訴
え
た
い
』
と
談
題
の
趣
旨
を

山

山
は
人
が
多
す
ぎ
て
ゴ
ミ
の
処
理
に
困
っ
て

説
明
。

小
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
『森
林

可認物
い
る
』
と
の
報
告

。

富
山
は
大
日
岳
か
ら
馬

保
護
』
へ
の
提
言
の
原
案
を

、

多
少
の
字
句

便郵
場
島

一
帯
の
大
開
発
計
画
が

、

リ
ゾ
ー

ト
地
修
正
の
後

、

採
択
し
た
（
前
掲
）。

種三

域
法
関
連
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
何
れ
も
今
十
五
日
は
討
議
終
了
後

、

奥
多
摩
・

川
井

償
後
の
検
討
課
題
で
あ
る

。

の
水
香
園
で
懇
親
会、

昼
食

、

入
浴
後
解
散

ま
た
京
都
の
吉
村
氏
か
ら
は
『林
野
庁
の
し
た
。

特
別
会
計
制
度
に
よ
る
独
立
採
算
性
の
歴
史
（
支
部
参
加
者
）
成
田
幸
雄
（
青
森
）。
北

と
現
状

、

知
床
問
題
』
の
講
話
と
報
告

。

山
野
良
一
、
鶴
田
健
蔵
、
丸
茂
キ
ク
エ
（
山

梨
の
北
野
氏
か
ら
『
山
梨
県
の
高
山
植
物
保
梨

）
。小
川
務
、

三
ツ
石
消
（
東
海
）
。

護
条
例
』
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

石
坂
久
忠
（
富
山
）。
吉
村
健
次
郎
（京
都
）。

古
谷
氏
か
ら
『
西
丹
沢
に
東
電
が
百
五
十
小
西
毅
（
山
陰
）
。
佐
野
昇

――
-（
福
岡）
。

メ
ー
ト
ル
の
鉄
塔
と
送
電
線
を
建
設
す
る
計
（

一
般
会
員
）
篠
崎
仁
、
古
谷
搬
司

、

加

画
が
あ
り
、
最
観
上
問
題
で
反
対
し
た
が
、
藤

裕
二
。
（自
然
保
護
委
員
）
国
見
利
夫

、

代
替
案
が
な
く
、
建
設
さ
れ
る
』
。
ま
た
中
関
塚
貞
亨

、

横
山
隆
、
池
田
剛

、

黒
沢

村
あ
や
委
員
か
ら
『
秋
田
の
福
田
氏
の
伝
秀
雄
、
山
口
悠
紀
子
、
市
川
義
輝
、
渡
部
混

言
、
森
吉
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
予
定
よ
り
五
十
メ
子

、
渡
辺
徹
、
斎
藤
か
つ
ら
、
梨
羽時
春
、
小

ー
ト
ル
下
に
な
っ
た
』
と
報
告
が
あ
っ
た
。
西
奎

二
、

沢
井
政
信
、
近
藤
緑

、

奥
野
道

続
い
て
閑
塚
（
担
当

理
事
）
が
議
長
と
な
春
、
麦
倉
啓

、

高
遠
宏

、

渡
辺
正
臣
、

り
、

第
二
部
の
『
森
林
保
護

、

特
に
国
有
林
松
丸
秀
夫

、

越
智
英
夫
、
中
村
純二
、
中
村

の
自
然
林
』
の
討
論
に
入
っ
た
。

あ
や
、
武
田
満
子、

田
中
茂
夫
c

（ほ
か
に

ま
ず
吉
村
氏
か
ら
『
い
ま
何
故
森
林
保
護

準
備
委
員
）
遠
藤
光
男
。
（
順
不
同）

か
』
と
の
疑
問
が
出
さ
れ
、
隊
長
から
『
日

（関
塚
貞
亨
）

本
の
山
の
美
し
さ
の

―
つ
は
森
林
、
特
に
自

(1
)

W
.M
.
 Co
n
w
<
1
y
:
 C
l
i
m
b
i
n
g
 

a
n
d
 E
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n
 in 
t
h
e
 K
a
ra
、

k
o
r
a
m
,
H
i
m
a
la
y
a
s
.
 

1
8
9
4
-

C
§S
J囃

J
j
O3
8)
な
お

、

文
庫
目
録
は
三
百
円
で
販
売

し
ま
す
。
〔図
書
委
〕）

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
古
典
と
し
て
有
名
な
本
困

に
は
吉
沢
一
郎
氏
の
邦
訳
（
『
カ
ラ
コ
ル

ム
の
夜
明
け
』

一
九
六
八
年
刊
）
が
あ
る

の
で

、

ご
承
知
の
方
も
多
く
多
言
を
要
し

な
い
が

、

別
巻
(
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
r
y

voluｷ 

m
e

)
の

M
a
p
san
d
 Scientific Report
s
 

(3
9)
が
揃
っ

て
い
る
の
は
比
較
的
珍
ら

し
い
と
思
う
の
で
と
り
あ
げ
た。
古
典
的

昭
和
六
十
二
年
十

一
月
の

「山
岳
図
書

を
語
る
タ
ベ
」
（
＋
九
回）
は
、
偶
々
私が

本
会
に
寄
贈
し
た
山
岳
洋
書
を
中
心
に
、

そ
の
な
か
か
ら

何
冊
か
を
選
ん
で
話
し
て

ほ
し
い
と
い
う
図
書
委
員
会
か
ら
の

依
頼

が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
、
そ
の
時
話
し
た
内

容
の
概
要
を
以
下
に
述
べ
て
お
き
た
い

。

* 

こ

の
二
冊
に
に
つ
い
て
は
本
会
創
立
ー―
―

十
周
年
記
念
の
「
山
岳
図
魯
展
覧
会
目

録
」
（松
方
三
郎
氏
箪
と
伝
え
ら

れ
る
）

（『山
岳
』
3
0の
1

所
収
）
に
も
、
ま
た

薬
師
義
美
氏
の
著
名
な

『
ヒ
マ
ラ
ャ

文
献

目
録
』
（
一
九
八
四
年
刊
）
に
も
同

一
内

容
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か

し
、

前
者
が
勿
論
元
版
で、

後
者
に
は
内

容
の
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い

望

な
色
刷
り
の
地
図
は
極
め
て

美
し
い
。

曽

て

『世
界
山
岳
地
囮
集
成
ー
カ
ラ
コ
ル
ム

・

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
編
』

（
一九
七
八
年

刊
）
に
複
製
さ
れ
た
が、

そ
の
原
図
に
は

本
害
の
地
図
が
使
用
さ
れ
た
と
記
低
し
て

い
る
。

（榎
谷
徹
蔵
氏
旧
蔵
本）

(2
)

,v
.M
.
 C

o
n
w
a
y
:
 M
o
u
n
t
a
i
n
 

M
e
m
o
r
i
e
s
.
 A
 
P
ilgr
im
a
g
e
 o
f
 

R
o
m
a
n
c
e
.
 

1
9
2
0
.
 

(
4

5
)
 

ー
画
ー
:
T
h
e
 
A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
y
 o
f
 

a
 M
o
u
n
t
a
i
n
 C
l
i
m
b
e
r. 
1
9
3
3
.
 (

4

6
)
 

月 第 ．
-T 二,.. 

+ ‘—• 
の 五

回

本

邑
で
の

展
示

誓
に
つ
v 、

て

T 
ヽ

達

夫

(4 ) 



一
八
九
二
年
の
コ
ン
ウ
ェ
イ
の
カ
ラ
コ

で
も
か
な
り
の
数
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
和

J

が
あ
る
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
理
由
の
一

第
十
九
回

（昭
似

1
1
2
6)

展

諮
の
ほ
う
は
適
当
に
処
分
で
き
る
の
だ
が
、
本

つ
は

、

そ
の
点
に
あ
る
。

山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

洋
魯
の
ほ
う
は
そ
う
も
い
か
ず

、

術
庫
で
も

←
マ
ウ
ン
テ
ン
・
メ
モ
リー
ズ
と
い
う
題

作
っ
て

、

と
い
っ
た
ん
は
考
え
た
が

、

よ
<

g
名
は

、

い
か
に
も
耳
に
よ
い
響
き
を
党
え

考
え
る
と
無
駄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た。

る
。
木
荘
理
太
郎
氏
の
『
山
の
植
ひ
出
』

図
苔
委
員
会

今
回
は

、

す
で
に

一
昨
年
の
年
次
晩
餐
会
さ
ら
に
こ
れ
ま
で

、

亡
く
な
っ
た
方
々
の
残
と
ず
ば
り
一
致
す
る
の
も
偶
然
で
あ
ろ
う

で
今
西
会
長
よ
り
披
鋸
さ
れ
た、

望
月
名
誉
し
た
本
を

、

遣
族
の
か
た
と
処
分
す
る
よ
う
か

。

因
に
ジ
ャ
ヴ
ェ
ル
の
例
の
名
著
の
英

会
員
か
ら
本
会
へ
寄
贈
さ
れ
た
図
書
に
つ
い
な
場
面
に
何
度
も
出
会
い、

残
さ
れ
た
本
の
訳
は

A
lp
i
ne
M
e
m
o
r
i
e
sだ
が

、

マ
ウ

て
、

同
氏
よ
り
お
話
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
扱
い
か
た
に
し
ば
し
ば
苦
慮
し
た
こ
と
が
思
ン
テ
ン

・

メ
モ
リ
ー
ズ
と
い
う
題
名
に

一

っ
た
。
そ
し
て

、

こ
の
図
栂
の
な
か
か
ら

、

い
出
さ
れ
た
。
深
田
久
弥
氏
や
小
林
義
正
氏
~
を
輸
す
る
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ

『
こ
の

一
本
』
と
な
る
も
の
を
選
ん
で
い
た
の
蔵
書
の
よ
う
に
一
個
所
に
納
め
ら
れ
る
例
う
か
。

だ
き
、

展
示
し
、

第
二
五
回
「
こ
の
一
本
展
」

は
少
な
く

、

散
逸
し
て
し
ま
う
場
合
が
殆
ど

(3
)

C
•
D.

C
u
n
nin
g
h
a
m
 &
 C
a
p
.
 

と
し

て
併
催
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
ま
ず
大
で
あ
る
。
こ
の
た
め、

町
田
立
穂
氏
の
場
合

A
b
n
e
y:
 Th
e
 
P
i
o
n
e
e
r
s
 
o
f
 
t
h
e
 

橋
晋
屈
書
担
当
理
事
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
の

よ

う
に

、

本
会
の
所
蔵
本
と
重
複
す
る
も

A
lp
s
.

2
n
d
 e
d
.
 18

8
8
.
 (5

0
)
 

さ
ら
に

、

同
氏
の
お
話
の
前
に

、

こ
の
寄
の
は
売

っ
て

、

そ
の
代
金
で
記
念
と
な
る
も

贈
本
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
「望
月
達
夫
文
の
を
購

入
し
、

他
の
本
と
と
も
に
会
に
寄
付

庫
目
録
」
が
近
藤
信
行
図
む
委
員
長
よ
り
望
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
た
。
し
か
し同

月
氏
に
手
渡
さ
れ

、

当
日
出
席
し
た
も
の
に
氏
の
場
合
に
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
出
来
な

）
は

、

特
に
無
料
で
配
布
さ
れ
た
（
頒
価
三
〇
い
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は、
古
い
会
員
だ

可認

0
円
）
。
そ
れ
と、

今
回
の
申
し
出
に
報
い
っ
た

榎
谷
徹
蔵
氏
の
蔵
肉
が
七
十
五
冊
ほ
ど

物便

る
た
め
、

さ
さ
や
か
な
贈
り
も
の
と
し
て

、

入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ

の
寄
贈
本
を
収
納
す
る
術
架
の
鍵
が
島
田
当
時

、

榎
谷
氏
の
遣
族
か
ら
そ
れら
の

本

郵種=
―
巽
名
誉
会
員
よ
り
望
月
氏
に
賠
ら
れ
た
。
望
を
評
価
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ

、

イ
ギ
リ

月
氏
が
い
つ
で
も
寄
贈
し
た
本
を
見
ら
れ
る

ス
の
ガ
ス
ト

ン
に
問
い
合
わ
せ、

適
正
に
評

渾
。2

よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら

で
あ
る
。

価
し
た
。
と
こ
ろ
が
重
ね
て
、
そ
れ
ら
を

処

●

望
月
氏
は

、

蔵
粛
を
寄
贈
す
る
に
い
た
っ

分
し
て
ほ
し
い
と
遺
族
か
ら
頼
ま
れ
、
辿
族

8
8
た
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

と
話
し
あ
っ
て

、

望
月
氏
が
そ
れ
を
買
い
受

そ
れ
に
よ
る
と
、

事
情
が
あ
っ
て
家
を
直
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が

, 
ー

す
こ
と
に
な
り

、
家
の
な
か
に
分
散
し
て
い
あ
る
た
め

、

榎
谷
氏
の
本
が
混
ざ
っ
て
い
る

2
 

ー

5
 た

、

中
学
の
こ
ろ
か
ら
集
め
て
い
た
本
を一

同
氏
の
蔵
芯
は
分
散
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
。

つ
に
ま
と
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
山
の
本
だ
け
榎
谷
氏
の
蔵
苔
に
珍
し
い
本
が
含
ま
れ
て
い

山

前
記
山
岳
図
沿
展
院
会
目
録
に
は
「
開

拓
時
代
の
ア
ル
。
フ
ス
登
攀
史
並
に当
時
勇

名
を
馳
せ
た
山
案
内
の
銘
々
伝
。
（
中
略
）

物
故
並
び
に
当
時
現
存
山
案
内
の
猛
者
を

網
羅
し

、

彼
等
の
肖
像
も
掲
げ
て
あ
る
」

と
あ
る
が

、

い
ま
そ
れ
に
加
え
る
こ
と
は

殆
ど
な
い
。
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・

ア
ン
デ
ル

ェ
ッ

ク
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・

ア
ル
マ

ー

等
々
の
肖
像
は
見
事
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

非
常
に
よ
い
印
刷
で
『先
縦
者
』
な
ど
の

ガ
イ
ド
の
写
真
は

、

お
そ
ら
く
こ
の
本
か

ら
と
ら

れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

(4
)
0
.
 Ec

k
e
n
s
t
e
i
n
 :
 Th
e
 K
a
r
a
ｭ

k
o
r
a
m
s
 a
n
d
 K
a
s
h
m
i
r.
 1896. (6

1
)
 

J
 

展

ハ
ー

パ
ー

は
A
C

の
名
誉
会
員
に
推
挙
本

さ
れ
た
登
山
家
で

、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

のこ

ア
ル
プ
ス
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。N
Z
r

n
ー

カ
サ
ス
山
岳
文
献
中
内
容
体
裁
共

に
最
孫
峰
と

言
っ
て
よ
く
、

サ
イ
ズ
も

イ
ン
ビ
ア
リ
ア
ル

・

オ
ク
タ
ー
ヴ
ォ
判
の

堂
々
た
る
書
物
。
著
者
の
サ
イ
ン
が
あ

る
。
本
書
に
は
限
定
版
が
あ
る
が、

私
の

記
憶
に
誤
り
が
な
け
れ
ば

、

装
禎
が
変
っ

て
い
る
も
の
の

、

セ
ッ
ラ
の
素
睛
ら
し

い

写
真
の
印
刷
は
普
通
版
と
殆
ど
変
り
な
い

こ
と
で
あ
る
。
戦
前、

故
藤
島
敏
男
氏
の

蔵
料
で
限
定
版
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
記

憶
が
あ
る
。

な
お
本
苦
に
つ
い
て
は

『先

縦
者
』
に
詳
し
い
。

(6
)
A
.P
•Harper 

:
 Pi
o
n
e
e
r
 W
 o
,
 

r
k
 
i
n
 
t
h
e
 
A
l
ps
 o
f
 
N
e
w
 Z
e
a
,
 

la
n
d
.
 18
9
6
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5
)
 

ラ
ム
遠
征
に
参
加
し
た
と
き
の
個
人
的
紀

行
。
エ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
九
0
ニ

年
に
も
K
2

へ
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
時

の
彼
に
よ
る
単
行
本
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
古
典
的
な
シ
ュ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
に

も
彼
の
名
が
残
っ
て
い
る
。
本
忠
は
ど
ち

ら

か
と
言
う
と
小
型
だ
が

、

比
較
的
稀
暇

本
の
部
類
で
あ
ろ
う
。
（
榎
谷
氏
旧
蔵
本
）

(5
)
D
.
W
.
 F
r
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l
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S
e
l
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l
a
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 T
h
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 E
x
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l
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i
o
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 C
a
u
c
a
ｭ

S
U
S
.
 

2
 vo
l
s
.
 18
9
6
.
 (81
)
 (8
2
)
 

(5 )  
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別
掲
）
。支

部
事
務
局

担
当
者
会
議

総
務
委
員
会

十
月
三
十
一
日

、

京
都
で
行
な
わ
れ
た
全

国
支
部
懇
談
会
に
先
立
つ
時
間
を
さ
い
て、

本
願
寺
会
館
に
お
い
て

、

支
部
の
事
務
局
担

当
者
会
諮
が
も
た
れ
た
。

こ
れ
は

、

日
頃

、

支
部
運
営
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
者
が

、

山
岳
会
活
動
に
つ
い
て
共

通
の
認
識
を
持
ち

、

お
互
い
の
情
報
交
換
を

通
じ
て
よ
り
良
い
支
部
活
動
に
役
立
て
る
こ

と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で

、

当
日
は
村
木
副
会

長
、

松
田
評
議
員
を
は
じ
め
、
本
部
か
ら
八

名
、

全
国
十
四
支
部
か
ら
二
十
一
名
の
出
席

を
得
て

、

一
一
時
間
半
に
わ
た
り
真
面
目
な
議

論
が
交
さ
れ
た
。

各
支
部
の
現
況
報
告、
本
部
へ
の
要
望

、

本
部
の
会
務
報
告
等
、
内
容
の
濃
い
話
し
合

い
の
中
か
ら
、

よ
り
充
実
し
た
支
部
運
営
に

十
二
月
十
二
日
（
土
）、

今
年
の
忘
年
会

も
七
十
三
名
の
参
加
者
を
得
て
大
盛
会
だ
っ

た
。
堀
田
彊
一
氏
の
お
話

、

ナ
ン
ダ
コ
ー
ト

た
こ
と

も
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
同
氏
の
蔵

書
リ

ス
ト
を
見
た
何
人
か
の
本
会
会
員
が

、

日
本
山
岳
会
に
寄
贈
し

た
ら
ど
う
か
と
助
言

し

て
く
れ
た
。
会
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
な

ら
、

対
価
な
し
で
寄
贈
し
て
も
か
ま
わ
な
い

と
思
い
、

そ
の
旨
を
今
西
寿
雄
会
長
に
申
し

出
て

、

今
回
、
望
月
氏
の
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た

、

と
い
う
の
が
そ
の
い
き

さ
つ
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
望
月
氏
の
家
の
な
か
に
分
散
し

て
置
か
れ
て
い
た
本
が、

一
っ
の
害
架
に
ま

と
ま
っ
た
の
を
初
め
て
見
た、

と
同
氏
は
図

瞥
室
に
納
ま
っ
た
自
分
の
本
を
指
し
言
っ
て

お
い
で
だ
っ
た
が

、

こ
の
日
の
出
席
者
と
笑

い
な
が
ら
そ
う
言
わ
れ
る
望
月
氏
の
顔
に

は
、

嫁
に
や
っ
た
娘
を
思
う
親
の
よ
う
な
表

情
も
窺
わ
れ
た
。

以
上
の
よ

う
な
説
明
が
あ
っ
て
か
ら
、
同

氏
は
、

机
の
上
に
置
か
れ
た
『
こ
の

一本
』

に
つ
い
て

一
冊
ず
つ
説
明
さ
れ
た
（
内
容
は

••• , ••• , ••• 
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,
 

••• ,.,
•
9
99.

, ••••
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1
・
・
・
・
三
国
合
同
登
山
隊
事
務
局
だ
よ
り

し
、

保
税
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

一
三
国
友
好
登
山
隊
準
備
報
告

北
側
の
隊
荷
三
十
五
ト
ンは
、

十
二
月
三
十
日

、

横
浜
を
出
航

、

i

一
月
三
日

、

天
津
新
港
に
到
着
予
定
。
南
側
の
隊
荷
十
三
，ン
は

、

i

十
二
月
一
―-H、

横
浜
を
出
航
、
十
二
月
三
十
日
に
カ
ル
カ

ッ
タ
着

~

事
務
局
長
橋

本

清

す
。
こ
の
登
山
隊
隊
荷
の
中
に
は
報
道
隊
隊
荷
九
，ンも

~

i
十
二
月
六
日

、

第
七
回
総
合
準
備
会
を
日
本
テ
レ
ビ
大
会
議
室
の
予
定
で

~
に
て
行
な
う
。
報
道
隊
員
も
決
定
し

、

登
山
隊
事
務
局
で
は
手
狭
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

ク
、

荷
上
量
、
一

i
に
な
り
、
大
会
鏃
室
を
お
借
り
す
る
。
会
議
は
午
前
十
時
よ
り

、

事
務
局
で
は

、

パ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
な
う
。

i
大
塚
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

、

輸
送
・

梱
包
の
経
過
報
告

、

と
担
荷
量
の
計
算
チ
ェ
ッ

ご
行
な
わ
れ
た
。
現
在、

隊
荷
は
南
北
と
も

、

日
本
通
運
に
引
渡
昼
食
後
は
実
技
訓
練
と
し
て

、

酸
素
器
具

、

通
信
機
材
等
の
説

i

（岡
沢
誌
吉
）

62 

年
忘
年

会

（
会
員
懇
談
会）

総
務
委
•

青
懇
委

婦
懇
委
共
催

J

の
早
期
の
登
山
を
述
ぺ
た
古
典
と
し
て
第
i
n
th
e
 N
ew
 Z
e
ala
n
d
 A
lps
.
 18

9
1
.
 

立
ー
の
も
の
。
こ
れ
と
合
わ
せ
てC

.E.(
135
)
が
比
較
的
珍
ら
し
い
部
類
か
と
思一

かM
a
n
n
e
r
in
g

:
 W
ith
 A
xe
 a
n
d
 R
op
e

う
。
（

以
下
次
号
）

こ

「
こ
の
一
本
展
r
i

向
け
て
夫
々
が
認
識
を
新
た
に
し
た
意
義
あ
・
登
頂
の
太
田
晃
介
会
員
の
お
礼
の
言
葉

、

宴

る
会
議
で
あ
っ
た
。
た
け
な
わ
の
最
中

、

共
催
三
委
員
会
委
員
か

な
お
、
こ
の
種
の
会
議
は

、

会
の
正
式
な
ら
の
寄
贈
品
と
ア
ポ
ロ
ス
ボ
ー
ツ
店
か
ら
の

会
議
と
し
て

、

毎
年
実
施
す
る
よ
う
に
し
た
提
供
品
の
数
々
を
、
福
引
の
景
品
と
し
て
参

い
。

加
者
全
員
に

、

も
れ
な
く
配
布
。
特
賞
の
高

出
席
支
部

北
海
道

、

秋
田

、

宮
城

、

越
田
真

哉
会
員
に

、

感
想
文
を
寄
せ
て
頂
き
ま

後
、

信
濃

、

静
岡

、

東
海

、

京
都

、

関
西
、
し
た
の
で

、

次
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

富
山

、

山
陰
、
福
岡

、

熊
本

、

宮
崎

（石
橋
正
美
）

婦
人
懇
談
会
、
恒
例
の
忘
年
会

婦
人
懇
談
会
の
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
と

忘
年
会

は
、

会
員
に
と
っ
て
最
も
楽し
げ
な
、
心
待

た
れ
る
二
大
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
て
も
い

い
だ

ろ
う
。

そ
の
忘
年
会
が
”
食べ
放
題

、

飲
み
放

題
、
会
費
二
千
門
と
銘
打
っ
て
旧
ろ
う
十

二
日

、

総
務
・

青
懇
両
委
員
会
と
の
共
催
に

よ
り
、

ル
ー
ム
で
開
か
れ
た
。

開
宴
の
序
甜
と
な
っ
た
の
は

、

五
十
年
前

の
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
遠
征
を
回
顧
さ
れ
た堀
田

弥
一
名
誉
会
員
。
抜
群
の
記
憶
力
と
、

た
ん

た
ん
と
し
た
そ
の

口

調
に

、

参
会
者
一
同
新

た
に
深
い
感
銘を
覚
え
る
と
同
時
に
、
開
宴

ば
や
な

ご

に
逸
る
心
は
和
ん
だ
。

や
が
て
河
野
幾
雄
会
員
の
発
声
で
乾
盃、

華
ば
な
し
い
開
幕
と
な
っ
た
。

テ
ー
プ
ル
に
は
各
種
ア
ル
コ
ー

ル
類
が
林

* 

(6 ) 
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i
明
が
行
な
わ
れ

、

細
部
の
注
意
を
す
る
。

i

日
本
テ
レ
ピ
か
ら
は、

今
回
開
発
さ
れ
た

、

小
型
ヵ
メ
ラ
の
使

i
用
説
明
が
な
さ
れ

、

午
後
五
時
準
備
会
は
終
る
。

~

貌
売
新
聞
社
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
空
撮

i
読
売
新
聞
社
が
か
ね
て
か
ら
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
チ
ョ
モ
ラ

~

ン
マ
空
搬
が
、
中
国
登
山
協
会
及
び
中
国
科
学
院
の
協
力
に
よ

~
り
、
十
二
月
十
八
日
よ
り、

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区、

ラ
サ
を
基
地
に

一
行な
わ
れ
た
。

i
十
二
月
十
八
日
は
最
初
に
岡
島
記
者、

鯵
坂
カ
メ
ラ
マ
ン
が
フ

i
ラ

イ
ト
し
、
十
二
月
十
九
日
に
は
日
本
テ
レ
ビ

、

智
片
カ
メ
ラ
マ

~
ン
と

山
岳
会
の
重
広
が
フ
ラ
イ
ト
す
る
。
午
後、

鯵
坂
カ
メ
ラ
マ

i
ン
と
橋
本
が
フ
ラ
イ
ト
。
ラ
サ
よ
り
西
に
五
十
分

、

好
天
に
恵
ま

~
れ
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
上
空
か
ら
山
頂
は
く
っ
き
り
細
部
ま
で
確
認

一
でき
る
。
北
東
稜
、
南
東
稜
の
稜
線
の
状
態、

南
北
ル
ー

ト
の
距

一離
間
較
差

、

ノ
ー
ス
コ
ル

、

サ
ウ
ス
コ
ル
の
標
高
差
が
実
に
良
く

i
わ
か
り

、

最
莉
の
偵
察
が
で
き
ま
し
た
。

~

準
備
段
階
も
終
盤
を
む
か
え

、

こ
の
よ
う
な
機
会
に
チ
ョ
モ
ラ

i
ン

マ
上
空
か
ら
の
偵
察
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。
読

一売
新
聞
社
の
好
意
に
対
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

i
空
撮
は
十
二
月
二
十
H

の
フ
ラ
イ
ト
を
最
後
に
、
十
二
月
―
-
+

~
―
―日
、

ラ
サ
を
後
に
、
成
都、

北
京
を
経
て
帰
国
し
ま
し
た
。

i
第
八
回
総
合
準
備
会

i

第
八
回
総
合
準
備
会
を

一
月
十
日

、

日
本
テ
レ
ビ

大
会
議
室
に

i
て
行
な
う
。
今
回
は
、

南
北
と
も
隊
荷
の
発
送
も
終
り、

い
よ
い

一よ
出
発
が
気
が
か
り、

と
い
う
時
期
に
な
る
。
北
側
本
隊
は
二
月

i
-
―
十
二
日、

南
側
本
隊
は
三
月
九
日
成
田
発
と
決
ま
る
。

i

北
側
は
北
京
へ
、

南
側
は
カ
ト
マ
ン
ズ
ヘ

、

五
月
五
日
の
チ
ョ

~
モ
ラ
ン
マ
／
サ
ガ
ル
マ
タ
頂上
交
差
縦
走
を
め
ざ
し
出
発
す
る
。

一
準
備
会
で
は
総
ま
と
め
を
行
な
う
。
各
担
当
者
に
は
作
成
し
た

一リ
ス
ト
の
提
出
を
願
い

、

害
類
の
整
備
を
行
な
う
。
隊
が
大
き
い

••••••••••••••
•••
•••••
•••••
••••••••
••••
••••••••••••

••••••••

•••••
••••
••••
•••• 

だ
け
に

、

栂
類
の
黛
も
多
く
挫
理
に
は
時
間
が
か
か
る
。

i

午
後
か
ら
は
現
場
に
目
を
移
し
、
一
九
八
0
年
の
北
東
稜
の
記

i

録
を
ビ
デ
オ
に
て
見
る
。
ル
ー
ト
等
の
こ
ま
か
い
説
明
は、

先
の

i

—

読
売
新
聞
社
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
空
撮
の
ス
ラ
イ
ド
に
て
行
な
わ
れ
i

た
。

一

実
務
的
準
備
会
も
最
終
段
階
に
入
り

、

出
発
ま
で
の
コ
ン
デ
ィ

i

シ
ョ
ン
の
調
整
を
行
な
う
よ
う
伝
え、

準
備
会
を
終
る
。

終
了

i

後
、

全
隊
員
に
て
新
年
顔
合
せ
会
を
「ト
レ
ビ
の
泉
」
に
て
行
な
i

う
。
席
上

、

全
隊
員
、

一
丸
と
な
っ
て
五
月
五
日
の
交
差
縦
走
を

i

成
功
さ
せ
る
こ
と
を
誓
い

、

な
ご
や
か
に
会
を
終
え
る
。
~

一
三
国
友
好
合
同
登
山
会

J
[
H
"
ー
ロ
五
千
円

）
＿
[

（二
0
口
）
西
堀
栄
三
郎
、

大
橋
秀
一
郎

、

明
治
学
院
大
O
B



会
。

(
1
0
口

）
村
木
澗
次
郎

、

鈴
木
郭
之

、

庄
司
駒
男

、

西
原

i

春
夫
。
（七
口
）
荒
井
紀
子
。
（六
口

）
愛
知
学
院
大
学
学
友
会
一

山
岳
部
。
（
四
口
）
高
橋
早
苗
。
（ニ
ロ
）
朝
比
奈
英
三
、
木
村

i

俊
縛

、

福
田
文
二

、

山
ロ
一
孝

、

佐
藤
耕
三

、

渡
辺
昌
一
郎

、

田

i

村
宏
明

、

小
田
哲
夫
、
中
山
昇

一郎
、

川
北
昌
拇

、

三
鍋
久
雄

、

i

中
島
信

一、

今
井
祥
司

、

宮
川
良
雄

、

余
部
守
男

、

中
川
和
道

、

i

影
山
英
雄

、

田
中
三
郎

、

荒
木
健
次、

宮
川
清
明

、

中
谷
宝
悦

i

郎
、

中
川
久
。
（
一
•
五
口）
中
俣
新
一
。
（
一
口
）
伊
藤
紀
克
、
~

久
我
良
房

、

加
藤
輝

一、

久
保
三
朗

、

加
藤
義
明

、

土
田
平
三

、

一

高
田
誠

、

室
次
雄

、

広
瀬
誠
、

室
光
子

、

遠
藤
光
男

、

森
田
忠

、

一

千
田
早
苗

、

福
田
光
子

、

橋
本
克
巳
、
前
田
中
庸、

深
田
泰
三

、

i

荒
野
康
子

、

熊
谷
正
志

、

熊
谷
藤
子

、

今
福
克
保

、

佐
野
昇
三

、

i

一
白
井
雅
巳

、

高
柳
生
雄

、

佐
藤
英
雄

、

石
田
喜
八

、

山
田
信
明

、

i

乾
能
尚
。

〔累
計
一
、
五
五
六
・
七
口
。

六
l
五
名
。

金
額
七
、
七
八
三

、

i

一六
0
0
円
〕

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・
・
・
・
・
・
・三
国
合
同
登
山
隊
事
務
局
だ
よ
り
・
…
…•

三
浦
富
士
で

新
春
自

然
観
祭
山
行

立
し

、

心
尽
し
の
料
理
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並

ぺ
ら

れ
、
宴
は
い
や
が
う
え
に
も
盛
り
上
っ

た
。
銘
酒
・

八
海
山
が
ぬ
か
り
な
く
配
罷
さ

れ
た
の
も
心
憎
い
と
こ
ろ
だ
。
随
所
で
談
笑

の
輪
が
広
が
っ
て
行
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

裳
半
ば
に
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
登
山
家
、

シ
ェ
ア

・

カ
ー

ン
氏
が
来
会、

一
斉
の
拍
手

の
な
か
紹
介
さ
れ
る
。
同
氏
も
即
座
に
談笑

の
輪
の
人
と
な
り

、

そ
の
場
の
雰
囲
気
に
融

け
入
っ
た
。

恒
例
の
福
引
き
が
発
表
さ
れ
る
。
ほ
お
を

さ
ら
に
紅
潮
さ
せ
る
一
瞬
。
特
賞
の
ザ
ッ
ク

か
ら
小
物
ま
で
、
参
会
者
全
員
に
も
れ
な
く

景
品
が
手
渡
さ
れ
た
頃
に
は
、
テ
ー

プ
ル
上

の
そ
れ
ら
も
納
ま
る
と
こ
ろ
に
納
ま
っ
て

、

や
が
て
終
宴
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
隅
で
コ
ー

ラ
ス
が
は
じ
ま
る
。
そ
の
う

た
声
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

く
、

盛
会
の
余
韻
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
美

し
く
彰
っ
た
。

満
ち
足
り
た
顔
が
一
っ
二
つ

、

戸
外
に
消

え
て
行
く
。
そ
の
軽
い
足
ど
り
は
早
く
も
ビ

ア
パ
ー

テ
ィ
に
想
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
。

（高
田
真
哉
）

自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
で
は
新
春
一
月
九
日

(7 ) 
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（
土）、

自
然
銀
察
山
行
を
三
浦
半
島
の
先

端
近
く
に
あ
る
富
士
山
（
通
称

、

三
浦
富

士
、
標
面
一
八
三
・

六
＂
い
）
で
行
な
っ
た
。

年
々
宅
地
化
の
進
む
三
浦
半
島
も
こ
の
山

は
緑
地
特
別
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ま
だ
ま
だ
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て

い
て
自
然
観
察
に
は
も
っ
て
こ
い
の
所
で
あ

る
。
あ
た
り
の
林
相
は
温
暖
な
地
で
あ
る
か

ら
常
緑
樹
が
多
く

、

と
く
に
山
腹
を
お
お
う

マ
テ
バ
シ
イ
の
木
は
厳
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず

心
な
し
柔
和
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。

一
行
十
九
名
は
京
浜
急
行
品
川
駅
に
集

合
。
京
浜
急
行
長
沢
駅
で
下
車
。
駅
前
の
ス

ー
パ
ー
で
新
年
祝
賀
の
準
備
を
整
え
、
団
地

を
抜
け
て
山
中
に
入
っ
た
。

山
中
は

一
転
し

て
シ
ノ
ダ
ケ
や
常
緑
広
葉
林
と
な
っ
て
昼
な

お
薄
暗
い
ほ
ど
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
て、

そ
れ
を
硯
察
し
な
が
ら
登
っ
た。
約
一
時
間

ほ
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト

。

山
頂
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
が

、

二
等
三

角
点
、
二
基
の
浅
間
神
社
奥
宮
の
ど
っ
し
り

し
た
石
祠
、
そ
の
他
、
地
蔵
様
や
記
念
碑
な

ど
が
あ
っ
て
小
さ
い
な
が
ら

い
か
に
も
山
頂

ら
し
い
。
そ
し
て
ま
わ
り
は
樹
木
に
囲
ま
れ

て
は
い
る
が

、

梢
ご
し
に
か
な
り
の
眺
望
が

ひ
ら
け

、

東
京
湾
を
へ
だ
て
て
鋸
山
を
中
心

と
し
た
房
総
の
山
々
、
太
平
洋
の
波
涛
、
そ

し

て
左
手
相
模
消
の
彼
方
に
は
秀
艇
の
本
物

の
富
士
山
も
望
ま
れ
た
。

二
等
三
角
点
の
三
浦
富
士
か
ら
同
じ
く
二

等
三
角
点
の
本
家
本
元
の
富
士
山
を
み
る
と

い
う
わ
け
だ
。
海
も
山
も
美
し
い
山
頂
の
憩

い
の
ひ
と
と
き
。

早
速
、
持
参
の
木
炭
が
お
こ
さ
れ
焼
鳥

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
を
つ
く
り
そ
し
て
新
春

の
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
た
。

長
い
山
頂
で
の
歓
談
。
い
か
に
も
自
然
保

護
委
員
会
ら
し
い
自
然
保
護
の
話
題
が
多

い
。
そ
し
て
今
年
も
ま
た
頑
張
っ
て
活
動
し

よ
う
と
い
う
気
慨
も
委
員
の
な
か
に
う
か
が

わ
れ
た
。

三
浦
半
島
の
新
春
の
空
は
抜
け
る
よ
う
に

澄
ん
で
い
た
。

下
山
は
野
比
駅
に
一
目
散
。
電
車
の
時
間

を
た
し
か
め
、

駅
近
く
の
喫
茶
店
で
ま
た
も

時
問
の
く
る
ま
で
談
笑

、

再
び
自
然
保
護
の

重
要
性
を
確
認
し
て
解
散
と
な
っ
た
。

参
加
者
・
順
不
同
黒
沢
、
小
塩
、
渡

辺

（
正
）
、
高
島、

国
見

、

松
丸
、
小
倉

、

渡

部
（
温
）、

関
塚
、
山
口
、
近
藤
（
緑
）
、
沢

井
、

佐
俣
、
遠
藤
（光
）、
池
田
、
斎
藤
（
か
）
、

小
山
、
村
川
、
的
場
。
以
上
会
員
外
を
含
み

十
九
名

（小
倉
厚

）

北
海
道
支
部
忘
年
会

北
海
道
支
部
忘
年
会
は

、

十
二
月
十
二
日

（
土
）
午
後
六
時
よ
り
、
札
幌
駅
前
通
り
雪

印
パ
ー
ラ
ー
地
階

『
ゆ
き
』で
開
催

、

橋
本

支
部
長
初
め
二
十
六
名
出
席
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
た
。

釦岬
本
魯
は
『
木
と
人
間
の
宇
宙
(I

)』|

｝若
葉
崩
え
い
つ
る
山
で
ー
の
続
編
で
あ

了る
。
前
書
が
、
造
林
作
業
か
ら
伐
採
に
い

た
る
工
程
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
本
書
は

林
業
の
そ
の
後
の
工
程
、
出
荷
以
降
を
扱

っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
は
副
題
と
な

っ
た
、

青
春
を
川
に
浮
か
ぺ
て

、

は
文
字

通
り
木
材
の
流
送

、

筏
師
の
間
き
困
き
か

ら

始
っ
て
い
る
。
舞
台
も
同
じ
く
果
無
山

地
を
流
れ
る
十
津
川
（
熊
野
川
）
。
諾
る

人
は
中
森
叡
と
上
北
六
男
の
両
筏
師
。

訥
々
と

し
た
話
し
言
葉
で
筏
師
の
生
活

、

作
業
の
形
態
や
コ
ッ
、
苦
労
話

、

シ
カ
ケ

や
道
具
類
ま
で
に
及
ん
で
お
り、

こ
の
十

津
川
で
も
上
乗
り

、

中
乗
り

、

下
乗
り
な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
戦

後
は
ダ
ム
の
出
現
で
筏
師
も
や
が
て
終
焉

を
む
か
え
る
。

宇
江

敏
勝
著

青
春
を
川
に
浮
か
べ
る

木
と
人
間
の
宇
宙
(
I
I)

, , ' 
9
 

, 
ー
' .' ' , 

I
 

' 
9
 

, , ' , , ' ' ' , , , 
9
 

, , 

前
々
か
ら
こ
ん
な
本
が
あ
っ
た
ら
、

岡
澤

祐
吉
著

ス
イ
ス

ー

山
案
内
人

の
手
帳
よ
り

と 111111111111111111 11 11111111111111111111111

図書紹1

（小
倉
厚

）

九
八
七
年
五
月
福
音
館
書
店
刊

六
八
ペ
ー

ジ
定
価
一
五

0
0
円

第
五
章
は
さ
ら
に
筏
で
運
ば
れ
た
木
材

の
次
の
行
く
先
は
い
よ
い
よ
材
木
商
の
手

に
渡
る
。
そ
こ
で
登
場
し
た
人
物
が
材
木

商
で
成
功
し
た
杉
本
義
夫
氏
で
あ
る
。

そ
し
て
最
終
章
（
第
六
章
）
の
山
に
棲

む
日
々
は
箪
者
の
最
近
の
生
活
日
記
（
一

九
八
五
年
一
月
九
日
i

-―
一
月十
三
日
）
で

あ
る
が

、

単
に
林
業
の
日
記
に
と
ど
ま
ら

ず
、

現
在
の
こ
の
地
方
に
伝
わ
る
行
事

、

風
習
ま
で
お
り
こ
ん
で
い
て
参
考
に
な

る
。箪

者
の
現
在
は
午
前
中
は
山
仕
事
（
自

己
所
有
の
山
で
）、

午
後
は
机
（
執
筆
）

の
生
活
だ
と
い
う
。

晴
耕
雨
読
に
も
似
た

羨
し
い
よ
う
な
生
き
方
に
も
み
え
る
。

と
に
か
く
全
篇
を
通
じ
て
、
森
林
に
は

大
い
な
る
ド
ラ
マ
が
あ
り

、

ま
た
ロ
マ

ン

が
あ
る
こ
と
を
本
奢
は
教
え
て
く
れ
て
い

る
。
登
山
者
と
言
え
ど
も
森
と
無
関
係
で

は
な
い
、

是
非
と
も
一
読
に
価
す
る
良
嚇

と
言
え
よ
う
。

(8 ) 
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ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
輝
く
サ

ッ
ボ
ロ
で
の
、
山
岳
会員
の
楽
し
き
一
夜
の

宴
で
あ
っ
た

。

出
席
者
・
申
込
順

岩
佐
敏
彦
、
茂
木
義

明
、
朝
比
奈
英
三
、

井
後
幸
太
郎
、
野
田
四

郎
、
浅
利
欣
吉
、
柳
田
涼
子
、
横
田
春
雄
、

石
井
忠
雅

、

高
澤
光
雄
、
佐
々
保
雄
、
佐
々

喜
久
恵
、
佐
々
木
幸
雄

、

久
保
田
優
一
、

小

林
年
、
小
野
肇
、
水
科
行
雄
、
小
須
田

喜

夫
、
亀
井
秀
子
、
橋
本
誠
二
、

平
野
明
、
河

村
皆
子
、
阿
部
淳
、
杉
野
目
浩

、

大
久
保
五

先
ず
橋
本
支
部
長
よ
り
開
会
挨
拶
、
続
い

て
佐
々
前
会
長
の
辞
、
五
日
の
東
京
の
晩
餐

会
・

支
部
長
会
議
に
出
席の
平
野
事
務
局
担

当
よ
り
両
会
議
の
説
明
が
あ
り
、
小
林
副
支

部
長
の
音
頭
で
乾
盃
。
大
雪
ス
キ
ー

一
騎

討
、
狩
場
山
支
部
山
行
、
銀
月
会
山
行
ホ
ロ

ホ
ロ
山
、

東
北
七
時
雨
山
集
会

、

京
都
全
国

支
部
集
会
等
の
行
事
を
振
り
返
り
、
次
の
年

の
北
海
道
支
部
担
当
の
全
国
支
部
懇
親
集
会

を
成
功
さ
せ
よ
う
と
話
が
弾
み、

会
場
は
一

段
と
盛
り
上
る
。

今
年
新
入
会
の
岩
佐
、
茂
木
両
会
員
に
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
ネ
ク
ク
イ
ビ
ン
が
支
部
長
よ

り
手
交
さ
れ
、
柳
田
集
会
委
員
の
司
会
で
、

出
席
者
全
員
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
拍

手
、
爆
笑

、

素
睛
し
い
と
感
心
す
る
声
等
交

錯
す
る
。

次
な
る
年
は

、

全
国
集
会
に
取
リ
組
む
誓

い
を
し

、

例
に
よ

っ
て
二
次
会
『
つ
る
』

ヘ

渡
辺
正
臣

一
九
二
0
年
と
一
九
ニ
―
年
の
夏
に
武
田

博
士
は
、
富
士
山
の
植
物
調
査
を
さ
れ
た

が
、
そ
の
メ
モ
と
写
真
四
二
四
枚
が
日
本
山

岳
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
の
春、

そ

れ
の
整
理
を
依
頼
さ
れ
た
。

メ
モ
は
行
動
記
録
で
、
歩
か
れ
た
順
を
追

っ
て
、

麓
か
ら
山
頂
ま
で
、
植
物
名
が
所
在

場
所
と
と
も
に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
た
。

写
真
は
六
袋
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、
私
は

て
っ
き
り
撮
影
順
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
い
、
作
業
は
簡
単
と
早
合
点
し
、
お
引

き
受
け
し
た
が
、
写
真
は
そ
の
後
の
出
版
物

の
都
合
で
、
乱
脈
に
袋
分
け
さ
れ
て
い
る
の

を
知
っ
た
。

私
は
戦
前
に
一一度
、
隙
士
の
お
供
を
し
て

富
士
山
を
歩
い
て
お
り

、

博
士
の
撮
影
手
順

を
お
ぽ
ろ
げ
に
知
っ

て
い
た
の
で

、

そ
れ
が

故
武
田
久
吉
博
士
の

富
士
山
関
係
写
真
の

整
理
を
終
え
て

郎
、
川
越
皓
充こ

曰
t
圏

（平
野
明

）

介
希
っ
て
い
た
本
が
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
一
流
の
ガ
イ
ド
と
令
名
高
い
日
本
人
登
山

杞
｀
た
。
大
正
か
ら
昭和
（
戦
前
）に
か
け
て
ア
家
が
蛸
集
し
て
い
る
が

、

こ
の
群
像
の
足

書図
ル
プ
ス
に
登
っ
た
日
本
人
と
彼
ら
の
足
跡
跡
は
錯
綜
し
て
、
麻
生
武
治
さ
ん
の
お
話

に
つ
い
て
の
コ
ン
プ
リ
ー
ト

・

リ
ス
ト
で
を
何
度
伺
っ
て
も
う
ま
く
頭
に
入
ら
な

あ
る
。
（
著
者
が採
っ
た
独
特
の
調
査
の
い

。
乱
麻
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
そ
の
時
代
の

手
法
ー
山
案
内
人
手
帳
の
記
載
に
依
腺
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

個
別
に
分
解
し
て
見
せ
た

る
こ
と
で
時
代
は
旗
有
恒
氏
か
ら

始
め
ら

本
は
今
ま
で
な
か
っ
た
。
本
密
で
初
め
て

れ
る
）
。
こ
の
時
代
の
状
況
を
総
括
す
る
私
達
は
、

一
九
二
0
年
代
、
三
0
年
代
に

と
、
ア
ル
プ
ス
は
東
洋
の
遠
国
か
ら
長
い
ア
ル
プ
ス
に
触
れ
た
山
岳
会
諸
先
輩
の
足

船
旅
の
彼
方
に
あ
り
、
大
英
帝
国
が
世
界
取
り
を
、

一
冊
の
中
に
す
ぐ
様
知
る
こ
と

の
版
図
を
ま
だ
占
め
て
い
た
頃
だ
。
人
々

が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。

実
に
格
好
で

の
基
本
的
な
動
機
は
近
代
登
山
の
発
祥
の
適
切
な
本
だ
。
と
同
時
に
著
者
が
本
書
を

地
、
氷
河
で
作
ら

れ
た
ア
ル
プ
ス
に

一
度
編
む
た
め
に
自
分
に
課
し
た
大
変
な
労
苦

で
も
触
れ
て
み
た
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
を
思
わ
な
い
訳
に
い
か
な
い
。
歴
史
の
基

た
。
こ
の
単
純
な
望
み
が
幸
福
に
も、

横
本
物
証
と
し
て
山
案

内
人
手
帳
を
ス
イ
ス

有
恒
氏
の
大
き
な
成
果
を
生
む
こ
と
に
な
山
間
の
現
地
に
探
し
求
め
る。
遺
族
と
文

っ
た
が
、
あ
と

に
続
く
多
く
の
人
々
の
足
通
を
重
ね
る

。

傍
ら
登
場
者
の
執
節
物
全

跡
が
、
通
常
ル
ー
ト
に
よ
る
月
並
の
も
の
部
に
目
を
通
す
。
し
か
し
著
者
の
労
苦
の

が
多
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
然
だ
っ
た
と
結
果
、
各
務
良
幸
氏
の
独
特
の
山
の
世

云
え
る
。
そ

れ
で
も
こ
の
時
代
の
人
々
の
界
、
そ
の
他
、
登
山
界
と
は
縁
の
な
かっ

体
験
は
、

登
攀
の
難
度
な
ど
問
う
こ
と
な
た
多
く
の
方
々
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
出

く
、

多
角
的
に
わ
が
国
登
山
界
の
発
展
に
来
た

。
ア

ル
プ
ス
を
愛
し
た
人
は
登
山
界

深
く
益
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

か
の
人

達
だ
け
で
は
な
か

っ
た
の
だ
。

本
書

し
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
先
輩
の
個
々
の
足

が
―
つ
の
時
代
を
誠
実
に
切
り
と
っ
た
信

取
り
や
当
時
の
状
況
を
急
に
知
り
た
い
と
頼
す
べ
き
レ
ジ
ス
タ
ー

に
な
っ
て
い
る
所

思
っ
て
も
、
名
著
名
文
は
た
っ
ぶ
り
あ
る
以
で
も
あ
る
。

し
か
し
著
者
が
山
案
内
人

の
に

、

即
座
に
知
る
の
は
む
ず
か
し
か
っ
手

帳
に
近
づ
い
た
の
は
、
証
拠
物
件
と
し

た
。

多
く
の
人
が
こ
の
不
便
さ
を
味
わ
っ

て
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
見
出

た
こ
と
だ
と
思
う
。

た
と
え
ば
ー
戦
前
の
さ
れ
る
日
本
人
の

手
に
な
る
記
載
に
著
者
介紹

日
本
人
ア
ル
プ
ス
登
山
の
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
は

、

「
純
粋
に
ス
イ
ス
の
山
に
登
る
喜
び
」
書

ク
と
も
い
う
べ
き
秩
父
宮
の
登
山
に
は
、
を
感
じ
と
り
、
こ
れ
に
対
す
る
深
い
共
感
図

( 9 ) 



新
年
山
行
は
こ
こ
数
年

、

坂
倉
会
員
先
達

の
奥
武
蔵
が
恒
例
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
ま

た
一
段
と
趣
向
を
こ
ら
し

、

田
部
大
先
悲
の

名
文
に
あ
や
か
っ
て
、

栃
本
を
起
点
に
「
山

の
神
峠
」
か
ら
「
秩
父
湖
」
へ
の
自
然
歩
道

三

水
会

新
年
現
地
集
会

〇

こ
の
整
理
に
随
分
役
だ
っ
た
。

2
 

・

結
局
は
整
理
に
六
カ
月
程
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
が

、

整
理
し

、

フ
ァ
イ
ル
し
終
え
て
、

2
 あ

ら
た
め
て
補
士
の
緻
密
な
調
査
に
頭
の
下

8
 

8
 

, 
4

が
る
思
い
が
し
た
。

2
 

5
1

調
査
の
時
の
博
士
は
、
例
え
車
の
通
る
道

で
あ
っ
て
も

、

全
部
足
で
歩
か
れ
る
。
富
士

山）
山
の
あ
の
長
い
裾
野
の
道
も
そ
う
で
あ
っ

た
。
メ
モ
を
と
り

、

写
真
を
振
り
な
が
ら、

可認吻
そ
の
合
間
に
わ
れ
わ
れ
に
細
か
に
説
明
さ

釦
れ

、

あ
の
シ
ャ
ン
と
し
た
姿
勢
を
頂
上
ま
で

種三

崩
さ
れ
な
か
っ
た
。

・
し
整
理
は
完
璧
な
も
の
で
な
く

、

僅
か
で
は

あ
る
が
、

不
明
の
も
の
が
で
た
。
折
に
ふ
れ

整
理
を
続
け
て
行
き
た
い
。

こ
の
六
カ
月
間
は
、
富
士
山
の
自
然
を
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
た
博
士
の
お
供
を
し
て
い
る

よ
う
な
気
分
に
な
り

、
毎
日
が
た
ま
ら
な
く

嬉
し
か
っ
た
。

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
た
フ
ィ
ル
ム
委

員
会
に
お
礼
を
言
い
ま
す
。

（フ
ィ
ル
ム
委
員
会
）

此
処
は
秩
父
最
奥
の
部
落
と
は
い
え、

江

戸
時
代
は
裳
々
た
る
関
所
が
お
か
れ

、

雁
坂

峠
へ
の
甲
州
往
還

、

三
国
越
え
の
信
州
道
に

「
入
鉄
砲、

出
女
」
へ
の
目
が
光
っ
た
要
衝

の
地
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か

、

宿
の
黒
光
り
し

た
長
押
に
は
此
の
家
の
歴
史
を
語
る
か
の
よ

う
に
古
代
錦
に
包
ま
れ
た
一
槍
が
飾
ら
れ
て

あ
っ

た
。
斉
藤
会
員
の
乾
杯
音
頭
で
始
ま
っ

た
宴
が
一
波
終
っ
た
所
で

、

館
主
千
島
さ
ん

（元
甲
武
信
小
屋
主
）
の
秩
父
の
自
然
保
護
に

つ
い
て
の
貨
重
な
講
話
を
伺
っ
た
。

林
野
行

政
の
矛
盾
を
突
き

、

雑
木
林
こ
そ
が
水
源
函

袈
と
地
耐
力
保
全
の
重
大
な
鍵
で
あ
る
と
説

き
、
延
び
る
に
任
せ
た
植
林
事
業
の
衰
退
を

憂
う
る
語
り
口
は
、
一
本
一
草
を
知
り
尽
し

た
人
の
そ
れ
だ
け
に
切
迫
感
が
わ
れ
わ
れ
の

胸
に
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た。

さ
て
今
宵
の
宴
の
圧
巻
は、

千
島
夫
人
指

溝
に
よ
る
本
場
秩
父
音
頭
の
演
舞
で
あ

っ

た
。酒

よ
し

、

友
よ
し
、

か
く
し
て
秩
父
栃
本

の
夜
は
荘
れ
て
い
っ
た
。

明
く
れ
ば
快
晴

、

昨
夜
の
夜
気
が
雪
に
変

っ
た
か
、
山
は
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
。
絶
好

を
歩
く
ユ
ニ
ー

ク
な
山
行
が
計
画
さ
れ
た
。

小
生
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
所
用
で
一
電
車
遅

れ
て
着
い
た
今
宵
の
宿

「甲
武
信
」
の
囲
炉

裏
端
に
は

、

既
に
見
慣
れ
た
三
水
会
の
猛
者

達
が
鋲
座

、

い
ず
れ
の
顔
も
早
や
ほ
ん
の
り

紅
ら
ん
で
見
え
る
の
は
樅
火
の
故
ば
か
り

か

゜

.

.

.
 
,
'
’ 

介
に
う
た
れ
、

ほ
ぼ
十
年
前
か
ら

こ
の
仕
事

こ
か
か
っ
た

、

と
沿
い
て
い
る
。

紹書
t
函
（
田

口
二
郎
）

一
九
八
七
年
十
月
刊
、
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル

・

マ
ガ
ジ
ン
社
定
価
ニ
ニ
0
0
円

一
ネ
。
ハー

ル
の

1
1
1

社
会
構
造
と
政
治
経
済
一

西
澤
憲

一
郎
著

一

わ
が
国
か
ら
ネ
。
ハ
ー
ル
を
訪
ね
る
人
は

年
々
増
え
て
、
そ
の
数
は
年
開
二
万
人
と

も
三
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の

多
く
は
あ
の
雄
大
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

登
ろ
う
と
す
る
登
山
家
か

、

そ
の
ヒ

マ
ラ

ャ
の
高
峰
を
一
度
は
目
に
し
た
い
と
美
し

い
峠
を
越
え
る
ト
レ
ッ
カ
ー、

古
い
寺
院

や
、

今
で
は
わ
れ
わ
れ
か
ら

失
わ
れ
た
素

朴
で
人
情
濃
や
か
な
人
々
と
の
出
会
い
を

求
め
て
旅
す
る
人
で
あ
ろ
う
。
ま
た
技
術

協
力
や
経
済
援
助
等
で
在
住
し
て
い
る
人

も
多
い
で
あ
ろ
う
。
学
者
や
専
門
家
が
そ

れ
ぞ
れ
の
道
で
の
研
究
の
た
め
の
訪
ネ
も

あ
ろ
う
。
日
ネ
の
交
流
は
今
後
愈
々
盛
ん

に
な
る
で
あ
ろ
う

。

鹿
賀
す
べ
き
こ
と
だ

と
思
う
。

さ
て
、
如
上
の
人
々
が
果
た
し
て
ネ
パ

ー
ル
の
現
状
ー

そ
の
成
立
ち
か
ら
今
の
お

か
れ
て
い
る
状
況
ー
に
つ
い
て
ど
れ
程
の

認
識
あ
る
い
は
知
識
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

~
。
力

こ
こ
に
紹
介
す
る
元
駐
ネ
パ
ー
ル
日
本

大
使
西
澤
氏
の
標
記
の
著
書
は
こ
れ
に
十

分
、

否
、
十
二
分
以
上
に
答
え
る
好
著
と

い
え
よ
う
。

「ネ
バ
ー
ル
は
世
界
の
最
役
国
の
一
っ

で
あ
る
。
北
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
そ
の
康
ま
じ
い
ま
で
の
窮
状
を
見
て
か

ら
ネ
パ
ー

ル
に
入
っ
た
人
々
の
目
に
は

、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
壮
大
な
景
銀
は
言
う
ま
で
も

な
い
が

、

至
る
と
こ
ろ
田
園
は
四
季
と
り

ど
り
の
緑
や
花
の
色
に
い
ろ
ど
ら
れ

、

村
々
に
は
石
造
の
家
が
立
ち
並
び
、
山
の

斜
面
は
天
に
届
け
と
段
々
畑
が
整
備
さ
れ

て
い
て

、

ネ
。

ハ
ー
ル
は
優
雅
で
豊
か
な
国

の
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
イ
ン
ド
に
較

ペ
て
乞
食
の
数
は
少
な
い
し、

小
さ
な
子

供
ま
で
健
気
に
働
い
て
お
り、
人
々
は
親

し
み
易
い
。
現
実
は
一
人
当
り
の
国
民
所

得
は
イ
ン
ド
の
三
分
の
二
で
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
と
肩
を
並
ぺ
る
役
国
で
あ
る
。

何
よ

り
も
そ
の
貧
困
を
物
語
る
の
は
平
均
寿
命

四
十
四
歳
と
い
う
数
字
で
あ
ろ
う
。
死
亡

率
の
高
い
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
結

局
は
役
困
と
栄
養
失
調
が
最
大
の
原
因
で

あ
る

」
と
は
じ
め
に
述
べ
、
多
数
民
族
を

擁
し
、
つ
い
一
九
五
一
年
ま
で
鎖
国
し
て

い
た

、

現
ネ
パ
ー

ル
王
国
の
成
立
の
経

緯
、

そ
の
社
会
構
造
の
客
観
的
分
析、

現

在
骰
か
れ
て
い
る
政
治
経
済
の
状
況

、

そ
介紹

し
て
或
る
意
味
で
は
悲
観
的
な
そ
の
国
の
書

将
来
へ
の
展
望
な
ど
が
平
明
に
述
べ
ら
れ
図

(10) 
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と記 日附回た
自念当のキ ‘ 丹秋
称品日不ャ記水春
すとは老ン念会年
るし ‘ 山プのも二
集て各山セ催七回
い用自行ンし周‘
ら意のと夕は年丹
しさ名い 1 ‘ を沢
いれ前うで十迎探
はたを企の一え索
か°彫画夜月たを
ら さつでの二。つ

いすたあ集十第づ
だがマる会八 け
°堪クふ °と日＋て
マ酔が 翌世三き

丹
水

会
報

告

第
十
三
回

の
登
山
日
和
に
全
員
勇
躍
「
山
の
神
峠
」
へ

向
け
出
発
。
一
汗
か
い
て
登
り
つ
め
た
稜
線

か
ら
は
、
両
神

、

和
名
倉
の
二
千
以
峰
を
目

前
に
、
十
文
字
か
ら
甲

武
信
ま
で

、

曽
遊
の

秩
父
の
山
々
が
指
呼
の
間
に
あ
っ
た
。
山
の

神
の
小
さ
な
社
前
に
ぬ
か
づ
い
て
小
林
会
員

の
一
句

霜
深
し
山
の
神
て
ふ
峠
に
て

緩
い
登
下
降
を
何
度
か
繰
り
返
し
、
最
後

の
急
傾
斜
を
慎
重
に
下
る
と、

も
う
そ
こ
は

二
瀬
の
部
落

、

バ
ス
停
ま
で
は
ほ
ん
の
一
投

足
、

全
員
元
気
で
新
年
山
行
を
終
る
。

参
加
者

岩
堀
（
女
）、

岡
野

、

河
合
、
川

上
、
小
林
、
斉
藤
（
健
）、
坂
介
（
女
）、

高

田
、

遠
田
、
遠
田
（
女）、
中

、

橋
本
（女
）、

林
、

広
羽
、
中
村
（
女）、
斉
藤
（
直
）、
荒

野
（
女
）、

木
村
外
四
名
（
順
不
同
）

（文
責
・
木
村
）

（岩
堀
瑞
子
）

グ
を
片
手
に
夜
の
集
会
に
参
集
し
た
五
十
人

近
い
面
々
、
ま
ず
は
近
藤
信
行
氏
の
中
国
登

山
の
み
や
げ
話
に
耳
を
傾
け
た
。
近
藤
氏
は

六
月
l

九
月
の
一
ニ
カ
月
間
、
静
岡
大
学
登
山

隊
の
中
国
ク
ラ
ウ
ン
峰
遠
征
に
同
行、

登
頂

は
果
た
せ
な
か
っ
た
が

、

氷
河
上
の
流
水
の

話
を
は
じ
め
興
味
は
つ
き
な
い
。
酒
｛
長
に
移

り
、

故
折
井
健
一
氏
ゆ
か
り
の
飛
騨
娘
や
紹

興
酒
な
ど
好
み
の
酒
を
酌
み
か
わ
し
な
がら

そ
れ
ぞ
れ
が
丹
沢

、

丹
水
会
と
の
か
か
わ
り

を
披
泄
し
あ
う
。
ひ
と
ま
ず
お
ひ
ら
き
と
な

っ
て
時
計
を
見
れ
ば
十
一
一
時
半
だ
。

翌
朝
は
八
時
五
十
分
出
発
。
眠
り
の
足
り

な
い
顔
に
冷
た
い
空
気
が
こ
こ
ち
よ
い
。
つ

り
ば
し
を
一
人
ず
つ
真
剣
な
表
情
で
渡
り
終

わ
る
と
山
道
に
入
る
。
ほ
ど
よ
い
登
り
を
ゆ

っ
く
り
と
楽
し
み

、

ガ
ス
に
煙
る
世
附
峠
で

ひ
と
休
み
。
不
老
山
頂
上
に
着
い
た
の
は
十

一
時
十
五
分
だ
っ
た
。
頂
上
で
は

、

恒
例
と

な
っ

た
幹
事
の
い
れ
て
く
れ
た
本
格
ネ
ル
ご

し
コ
ー
ヒ

ー

を
味
わ
う
。
帰
途
は
番
ケ
平
か

ら
山
市
場
に
降
り
る
。

天
候
は
い
ま
―
つ
で
あ
っ
た
が
、

ふ
も
と

近
く
秋
最
後
の
紅
葉
が
ひ
と
き
わ
紅
く
目
に

映
え
た
。

こ
の
日
は
、

わ
れ
わ
れ
一
行
の
あ
と
か

ら
、

百
人
余
の
年
配
の
団
体
が
登
る
と
い
う

賑
い
だ
っ
た
。
不
老山
の
名
と
い
い

、

格
好

の
山
な
の
だ
ろ
う
。

* 

相
変
ら
ず
若
い
人
と
低
い
山
を
登
っ
て
お

り
ま
す
。
襄
の
高
麗
山
へ
は
天
気
が
良
け
れ

ば
散
歩
し
て
お
り
、
本
年
度
―
二
五
回
。

** 

（晩
餐
会
の
返
信
用
は
が
き
の
中
か
ら
会
員

の
皆
さ
ん
の
近
況
等
を
紹
介
し
ま
す。
紙
面

の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
も

多
数
あ
り
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い。

ー

総
務
委
員
会
）

――
会
員
通
信

（長
谷
川
恒
男
会
員
よ
り
編
集
宛）

私
た
ち
は
今

、

新
ル
ー
ト
よ
り
取
り
つ

き
、

七
五
0
0
"；
ま
で
ザ
イ
ル
を
伸
ば
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

実
質
的
な
登
山
活
動
は
十
二
月
に
入
っ
て

か
ら

、

そ
れ
も
、
ま
だ
十
日
間
ほ
ど
し
か
行

な
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
は
連

日
、
強
風
に
さ
ら

さ
れ

、

私
た
ち
が
近
づ
く

の
を
は
ば
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が

、

な
ん
と

か
八
八
四
八
"
;
ま
で
迫
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
（
一
九
八
八
年
一
月
二
日、
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
登
山
隊
B
C

に
て
）

八
十
歳
に
な
り
読
書

、

庭
い
じ
り
で
明
け

暮
れ
て
い
ま
す
。
今
も
山
登
り
を
心
掛
け
て

ご
存
知
の
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
木

暮
美
枝
子
さ
ん
が
去
年
十
二
月
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
木
暮
理
太
郎
家
は
途
絶

え
た
の
で
す
ね
。
木
社
家
墓
地
は
多
摩
盤
園

で
す
。
千
葉

・

小
野

幸
(
-
八
三
八
）

* 

‘,.‘ 

十
月
二
十
H

か
ら
福
岡
ま
い
ず
る
山
岳
会
1
1

有
志
に
よ
る
台
湾
玉
山
登
山
団
団
長
と
し
て
（

訪
台
し

、

十
二
月
五
日
前
後
は
以
前
か
ら

沖

縄
八
重
山
群
島
の
西
表
島
の
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
冬
季
の
風
光
を
見
る
為
に
石
垣
島
へ
行

く
先
約
が
あ
り
、

残
念
な
が
ら
欠
席
で
す
。

福
岡
日
月
直
之
（
一
六
八
四
）

* * 

次
男
が
三
井
銀
行
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
支
店
で

滞
欧
生
活
七
年
で
、E
C

圏
の
旅
行
は
一
巡

し
ま
し
た
の
で
、
来
夏
帰
国
の
節
は
父
子
で

甲
信
の
博
物
資
料
廻
り
が
で
き
れ
ば
幸
甚
と

思
っ
て
お
る
老
兵
で
す
。

山
梨
・

百
瀬
舜
太
郎
(
-
―
二四
）

* 

介
て
い
る
。
史
」
の
好
著
も
あ
る
。
今
回
の
著
書
を
横

紹
既
に
か
の
国
を
訪
れ
た
人
に
も

、
こ
れ
糸
で
綴

っ
た
も
の
と
す
れ
ば

、

前
著
は
縦

書図
か
ら
訪
れ
よ
う
と
す
る
人
に
も
ぜ
ひ
一
読
糸
で
織
っ
た
も
の
だ
。
（斉
藤
健
治
）

を
お
窟
め
し
た
い
。

一
九
八
七
年
＋
月
刊

、

勁
草
書
房
定

{
な
お、
同
著
者
に
は
「
ネ
パ
ー
ル
の
歴
価
二
七
0
0円

！
図
書
紹
介

神
奈
川
・

近
藤
恒
雄
（
―
-
九
四
）
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夜
寒
し
て
ほ
の
片
月
や
石
の
径

埼
玉
·

千
谷
牡
之
助
（
二
七
六
九
）

病
院
通
い
で
す
が

、

古
い
山
の
本
を
読
ん

で
昔
を
し
の
ん
で
お
り
ま
す
。

大
阪
•

島
村
為
男
（
二
六
七
九
）

* 

九
月
に
平
ケ
岳
に
登
り
ま
し
た
。

七
十
六

歳
に
は
ち
ょ
い
と
こ
た
え
ま
し
た
。

新
褐
•

宮
島
孝
一
（二
六
六
0
)

* * 

私
の
山
は

、

昭
和
八
年
母
校
（
今
の
名
古

屋
大
学
）
山
岳
部
に
入
部
以
来
で
す
が

、

本

会
へ
の
入
会
は
昭
和
二
十
年
頃
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
在
名
当
時
は
、
本
会
の
仕
事
も

多
少
は
お
手
伝
い
し
ま
し
た
が
、

東
京
へ
来

て
か
ら

は
お
役
に
立
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

七
十
二
歳
の
今
年
も
山
へ
三
回
、
ス
キ
ー

も

一
回
行
き
ま
し
た
。

東
京
・

中
埜
愛
一
―
-
（
二
四
七
八
）

* 

今
年
五
月
に
は
会
議
で
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
出

掛
け
、
エ
ギ
ー
ユ
・

デ
ュ
・

ミ
デ
ィ
の
上
か

ら
ヴ
ァ
レ

ー
・

プ
ラ
ン
シ
ュ
の
氷
河
の
ス
キ

ー

滑
降
を
楽
し
み
ま
し
た
。

神
奈
川
・

木
下
是
雄
（
二
五
六
）

* 

越
後
の
山
々
が
展
望
で
き
ま
す
。

目
下
、
手

術
後

一
年
の
精
密
検
査
を
兼
ね
て
入
院
中

で
、

今
月
末
に
は
退
院
し
ま
す
。

新
潟
•

森
谷
周
野
（
二
四
一0
)

今
年
は
関
西
支
部
行
事
の
山
行
も
盛
ん
で

し
た
し

、

個
人
的
に
も
東
北
へ
五
回
も
行
け

退
職
し
て
は
や
一
ー
一
年
目
。
昭
和
生
ま
れ
も

晩
餐
会
前
に
遠
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

趣
味
の
農
作
業
と
育
林
に
明
け
暮
れ、

林
の
シ
ン
ポ

、

森
林
見
学
等
で
年
二
回
位
は

遠
方
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

山
形
・

金
森
繁

一二
郎
（
三
六
三
七
）

* * 

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

老
人
に
な
っ

て
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
皆
さ
ん
と
ご

一緒
の

行
動
が
で
き
な
く
お
許
し
下
さ
い
。
満
八
十

歳
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

山
形
・

石
井
貞
吉
（
三
五
一
一
五
）

* * 

山
の
涌
出
湯
旅
館
ひ
げ
の
家
で
は
新
浴
場

完
成
し
、
さ
ら
に
露
天
風
呂
に
は
星
見
風
呂

と
名
付
け
ま
し
た
。

会
員
皆
様
の
ご
来
湯
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
・

後
藤
泰
治
（

ニ
ニ
六
）

彰
（
三
0
九
八
）

* 

教職を退いて十年。大町市の依頼で市の登山史を書き、今は沿き残したものや、まつわるものをまとめています。地の利を幸い、暇をみつけては峠歩きなどの山歩きをしています。大町山岳博物館では会のお世話になってお
り深謝申し上げます。

長野・丸山

の歳藤 楽脚な ま等元 本温た 者佐i スたる長ツ平今 し力ら元す歩気所雲爪度゜十 二 本 の゜な
白を七年 むも ‘ 気 ゜ こに用 取アマ十 一 十年度 多冬ど
山はさは 状衰とで うしの山ィィニ月 八 かを恵
をじん新＊東況え思山＊大会てた＊荘ゼナ月に＊福名の二＊兵 ら ひま
登め‘潟 京で ‘ いに 分やいめ ・ ンスの入 岡 晶多回 庫んかれ
山と笠県 ・ すわま登 ・ 山ま席出 新が五雲 っ ・ 全 目 • こえて
しし原山 黒 ゜ ずすれ 橋のす 井必 l 取て 堤員 の 保久と‘‘
てて藤岳 田 か°る 本祥会 ゜ で 太信要十山 二 甚元へ山 祈を雪楽
き中七協初に八年 の近き に℃は度五忽登行 三 のし
ま国さ会 子 ス十配 案お頃ま 郎なで積雷 郎 りと 朗つ山ま
し ・ ん記 ^ キ四に ＾ 世はせ ＾りす雷が ^ まし ＾てにせ
た北 念 四 I 歳戻 四話史ん 四ま゜十降 四 して 四お良て
°朝＾山 四 で‘れ 三 を跡が 三す北⑳ ー た‘ 0 りい頂
鮮八行 四 野体る 七し友お 六 ゜ 面前り 六 °長 七まチき
国＋で 二 山力 も 五て歩陰 七 は緩ま 二 参崎九す。ヤま
境五斉ツをものシい会でツ四 しツ加 ・ ツンし

(12) 
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「
喜
一
が
入
院
し
た、

余
り
良
い
状
態
で
は
な
い
ら

し
い

」
と

云
う
屯
話
を
う
け
た
の
が
十
一
月
末
、
早
速
、
宮
下
君
が
中
心
に

な
っ
て

、

手
術
の
た
め
の
輸
血
の
準
備
も
進
め
ら
れ
た。
慶
応
山

岳
部
の
学
生

、

O
B

は
云
う
に
及
ば
ず

、

日
本
山
岳
会
か
ら
も
三

国
友
好
登
山
の
準
備
に
忙
し
い
隊
員
の
方
々
や
、
村
木
副
会
長
ま

で
も
献
血
頂
け
る
こ
と
に
な
り、

何
時
で
も
手
術
に
取
り
掛
か
れ

る
態
勢
が
出
来
上
っ
て
い
た
と
云
う
の
に
。
そ
の

後
、
僅
か
十
日

余
、
十
二
月
十
日

、

手
術
を
受
け
る
い
と
ま
も
な
く
、
忽
然
と
し

て
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
か
ら

姿
を
消
し
て
し
ま
お
う
と
は

。

あ
の
パ

ネ
の
よ
う
に
し
な
や
か
で
強
靱
な
身
体
か
ら
は

此
の
よ
う
な
突
然

の
死
は
今
も
っ
て
信
じ

ら
れ
な
い
。

普
通
部
時
代
から
熱
中
し
た
ラ
グ
ビ
ー
を
捨
て

、

予
科
二
年
の

時
に
山
岳
部
の
精
髄
に
触
れ
て
山
に
転
向

、

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
憧
れ
て

ひ
た
む
き

な
粕
進
を
続
け

、

学
徒
動
員
で
海
軍
航
空
隊
に
入
隊、

郎

口

敵
の
襲
撃
で
朝
鮮
海
峡
に
不
時
着
水
し
た
時
も「俺
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
行
く
ま
で
は
死
ぬ
も
の
か
」
と
荒
海
を
漂
い

、

戦
後
初
の
日
本

山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
登
山
で
も
、
第
一
次
から
第
三
次
ま
で
続
け
て

参
加

、

第
三
次
で
は
今
西
隊
に
続
い
て
遂
に
念
願
の
山
頂
に
立
つ

幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
だ
が
こ
れ
も
彼
の
数
十
年
に
わ
た
る
精
進
の

上
に
幸
運
の
女
神
が
訪
れ
た
と
云
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

終
り
に
彼
の
名
著
「
山
に
憑
か
れ
た
男
」
に
賜
っ
た
樅
さ
ん
の

序
文
の
一
部
を
こ
こ
に
拝
借
し
て
彼
を
偲
び
冥
福
を
祈
り
た
い

。

『
•
•
そ
し
て
こ
れ
が
加
藤
君
の
性
格
で
あ
っ
て

、

他
で
は
あ
り

得
な
い
の
で
あ
る

。

元
気
で

、

陽
気
で
、
力
に
溢
れ

、

自
分
の
ま

わ
り
の
も
の
ご
と
を
す
べ
て
割
り
切
っ

て
、
山
に
の
み
邁
進
す
る

こ
と
は

、

そ
う
誰
に
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
生
活

の
た
め
分
別
を
要
す
る
こ
と
の
み
多
く、

そ
の
た
め
に
遅
疑
逸
巡

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
に

、

加
藤
君
の
ご
と
き
は
、
確
か
に

異
彩
で
あ
る
。
と
同
時
に

、

こ
れ
は
ま
た
、

こ
の
新
時
代
を
迎
え

た
青
年
に
共
通
す
る
点
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
も
の
に
も
屈

託
せ
ず
に
進
取
す
る
気
性
は
、
な
に
も
登
山
だ
け
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
·
:

』

新
潟
•

藤
井

* 

信
洲
緑
を
守
り
育
て
る
会
（
元
日
本
医
師

会
長
花
岡
堅
而
氏
）
を
本
年
四
月
五
日
に
創

立
し
f

信
越
国
境
の
鍋
倉
山

一
帯
の
プ
ナ
原

生
林
を
守
る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
奥
志

賀
高
原
ヵ
ャ
ノ
平
か
ら

野
沢
温
泉
に
か
け
て

も
切
ら

れ
た
プ
ナ
林
跡
地
が
あ
り
、
上
ノ
平

に
は
若
千
プ
ナ
林
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ

か
ら
も
地
元
民
で
守
ろ
う
と
動
い
て
い
ま

信
（
四
四
六
八
）

長
野
•

佐
藤

* 

長
い
プ
ラ
ン
ク
の
後

、

ま
た
ポ
ツ
ボ
ツ
山

歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
久
し
振
り
に
泊
ま
る
山
小
屋
の
快
適
と

い
う
か
贅
沢
と
い
う
か、

昔
と
比
べ
て
驚
い

て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
三
千
＂
ス
の
稜
線
に
あ

る
天
水
の
風
呂
、
山
へ
来
て
も
毎
日
の
シ
ャ

貢
（
四
五
一
五
） す。野々海も切られています。ご協力を乞う。行 えのン

最 つ八 る汚水 プ
近 て月 こ l

は きに 神靡 とはの
高 ＊奈良まナ * のど慣習を
い しン 多こ
山 ・ たガ ・ いヘ
を 米 ゜ 山山流変ぇ

暑 択 パ 本塁 行れIレ でてな
わ 清 ノ‘* す゜ いい
せ

^ 
ツ ^ く 娘さ四 卜 四の

丘 七 の 七 かん

塁 四 麓 ‘達
六 ま 四 と

帯 ヽ で 、- 考こ

十
二
月
理
事
会1

2月
9

日
午
後
6

時
3
0分

場
所
本
会
ル
ー
ム

出
席
者

今
西
会
長
、
大
塚

、

村
木
両
副
会

長
、
鴫
原

、

勝
山

、

早
坂

、

小
林

、

織
田

沢
、

田
部
井
、
大
橋
、
関
塚
、
鈴
木

、

西

村
、
岡
沢
、
新
井、

大
森
各
理
事
。

太
田
監

事
。

松
田
、
小
倉
各
評
議
員

）

委
任

松
永
、
橋
本

、

浜
口
、

太
田
各
理

1
3

、
,
．
ヽ

事
。
平
林
評
議
員

審
議
事
項

●
法
政
大
学
ア
ン
ナ
プ
ル
ナI
峰
登
山
計
画

（
一
九
八
九
年
）
の
推
脳
に
つ
い
て
承
認

報
告
事
項

●

支
部
長
会
議
報
告

各
支
部
か
ら
理
事
会
へ
の
注
文
と
し
て、

本
部
と
支
部
の
予
定
を
調
整
し
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
、
及
び
早
目
に
予
定
を
出
し
て
欲

し
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
。
理
事
会
で
は
各

委
員
会
に
対
し
て
は
年
間
予
定
を
早
く
作
る

こ
と
を
求
め
た
い
。
ま
た、

各
支
部
に
対
し

て
も
予
定
の
提
出
を
求
め
た
い
。

●

委
員
会
報
告

▼
三
国
登
山
十

一
月
二
十
日
に
梱
包
作
業

の
山
遊
び
で
間
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
山
に

は
い
っ
て
七
十
年
を
回
顧
し
て
い
ま
す
。

秋
田
・

武
田
太
郎
（
四
七
五
九
）

（以
下
次
号
）
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を
完
了
、
パ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス

ト

作
成

、

現
在
タ
ク
テ
ィ
ッ

ク
ス
の
つ
め
を
行
な

っ
て
い
る
。

募
金
に
つ
い
て
は

、

十
一
月
末
現

在
、

会
員
か
ら
六
三
六
万
円
（
五

一
七

名
）
。
銀
行
協
会
は
今
月
中

、

電
事
連

は
明
日
返
事
が
あ
る
。

▼
会
報
「
お
知
ら
せ
」
の
原
稿
は
期

限
内
に
各
委
員
会
で
催
し
の
日
程
を
調

整
し
た
上
で
出
し
て
欲
し
い
。

▼
関
塚
理
事
来
年

一二
月
の
横
浜
ウ
ェ

ス
ト
ン
祭
の
実
行
委
員
会
を
そ
ろ
そ
ろ

作
っ
て
欲
し
い
。

▼
図
書
望
月
達
夫
文
庫
目
録
作
成
。

定
価
五
百
円
。

▼
フ
ィ
ル
ム
会
報
に
出

し

た
ス
ラ

イ

ド
収
集
の
件
は

一＿
一
十
枚
集
ま
っ
た
。

▼
高
所
登
山
十
二
月
十
九
日
、
三
国

登
山
事
務
所
で
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
開
催
予

定
。

▼
総
務
十

二
月
六
日
の
記
念
山
行
に

は
、

雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
十
一
＿
一
名
参

加
、

城
山
に
登
る
。

▼
医
療
来
年
二
月
二
十
六
日
諧
演
会

「
登
山
と
水
分
補
給
」
。

▼
自
然
保
護
全
国
自
然
保
護
大
会
に

は
三
十
七
名
参
加

、

「
森
林
保
護
」
へ

の
提
言
を
ま
と

め
る
。
今
後
の
問
題
と

し
て
日
本
山
岳
会
は
ど
こ
ま
で
政
治
性

を
含
む
自
然
保
護
活
動
が
で
き
る
の
か

を
明
確
に
し

て
欲
し
い
。
以
上

消
田

••••••••••••
••••
• 

会
員
異
動

. 
改
姓

金
山
陽
子
（
九
四

一―
1
0
)

↓

池
田
陽
子

物
故

加
藤
喜
一
郎
（
二
三
七
一
）1

2月
1
0日

消
（
五
五
四
五
）1

2月
2
0
H

22 21 19 18 16 12 11 10 
日日日日日日日 13

1
2月

9

日

8

日

7

日

5

日

3

日

1

日

図
沿
委
員
懇
談
会

婦
人
懇
談
会

支
部
長
会
議
（
年
次
晩
餐
会
）

自
然
保
護
専
務
局
会
議

衰
料
委
員
会

理
事
会

学
生
部
指
導
談
話
会

科
学
委
員
会
講
演
会

忘
年
会
（
婦
人
懇
主
催
）

忘
年
会
（
三
水
会
）

忘
年
会
（
図
書
委
）

忘
年
会
（
青
年
懇
主
催
）

総
務
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

ル
ー
ム
利
用
者
4
2
1
名

( 12月 ）

(14) 
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* 

④
第
十
六
回
山
岳
史
懇
談
会

登
山
中
の
水
分
補
給
に
関
し
て
は、

昔
か

ら
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
生
時
代
、
バ
テ
バ
テ
に
な
っ
て
、

一
杯
の

水
を
欲
し
が
っ
て
も
、
先
翡
が
飲
ま
し
て
く

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
恨
み
を
持
つ

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
運
動
生
理
学
の

学
問
が
進
歩
し
て
く
る
と
、
そ
れ
が
本
当
に

正
し
い
の
か

、

疑
問
も
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
最
近

、

ス
ボ
ー
ッ
ド
リ
ン
ク
飲
用
の
効

能
に
関
す
る
文
献
も
目
に
す
る
。

実
際
、
登
山
中

、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
に
ス

ボ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
用
し

、

気
分
が
よ
く

な
っ
た
経
験
を
持
つ
人
は、

多
い
と
思
わ
れ

る
。
今
回

、

こ
の
方
面
の
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
方
を
ル
ー
ム
に
お
招
き
し、

お
話
し

を
伺
う
機
会
を
も
う
け
た
の
で

、
会
員
の
皆

様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
六
日
（
金
）

午
後
七
時
ル
ー
ム
に
て

講
師

鈴
木
政
登
先
生

慈
恵
医
大
臨
床
検
査
医
学

濱
題

登
山
と
水
分
補
給
に
つ
い
て

会
費

会
場
挫
理
費
と
し
て

—
-
0
0円

医
療
・
集
会
委
員
会

•
お
知
ら
せ

＠
講
演
会

登
山
と
水
分
補
給

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
は

、

一
八

八
八
年
に
初
め
て
来
日

、

今
年
は
来
日
百

周
年
に
当
り
ま

す
の
で

、

ゆ
か
り
の
横
浜

聖
ァ
ン
デ
レ
教
会
で
三
月
二
十
一
日
（
春

分
の
日
）
に
『横
浜
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念

祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
す。

日
本
山
岳
会
も
後
援
す
る
こ
と
に
な

り

、

会
員
安
江
安
宜
氏
（
岡
山
大
学
名
誉

教
授
）
の
記
念
講
演
の
ほ
か

、

各
種
の
資

料
、
著
書
の
展
示

、

ス
ラ
イ
ド
映
写
な
ど

横
浜
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念
祭

へ
の
お
誘
い

＠
談
話
会

科
学
研
究
委
員
会
は
毎
月

、

談
話
会
を
開

い
て
興
味
あ
る
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す。

多
数
会
員
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す。

毎
回

、

六
時
三
十
分
か
ら
一
時
間
、
本
会

ル
ー

ム
に
お
い
て
、

テ
ー

マ
と
話
題
提
供
者
は
左
の
と
お
り
で

テ
ー
マ

立
教
大
学
山
岳
部
初
期
の
登
山

講
師

堀
田
弥
一
氏
他
二
名

日
時

―
―
一
月
十
九
日
（
土
）

午
後
五
時
三
十
分
よ
り

場
所

日
本
山
岳
会
ル
ー

ム
図
書
委
員
会

* 

が予定されています。会員多数の参加を歓迎します。日時三月二十一日（月・振替休日）+＝一時ー十七時会場横浜聖ァンデレ教会（神奈川区三ツ沢下町14の57)電話0四五（三ニ―)四九八八（横浜駅から地下鉄三ツ沢下町駅下車、徒歩五分）●記念講演とシンボジウム講演『街中のウェストン』講師安江安宜氏ほかにウェストンの登った山のスライド映写、懇親会を予定。
四 登月三す゚豊 山月のれあ人 同

富 の十説るるは シ 山 二
な 航五明パ ° 最 ミ の十
経 空日をラ登も ユ 行動 五日験 写金^ すメ山合 レ

を 真る 1 で理 I 科学 金̂ヽ 語 あツ °夕合理 的 シ
る れ l な ヨ

゜
っ

をと 性が 行動 ン‘一
科 れ
学 大 りあを小 ; 研 森 あると山
究 弘 げとる内
委 て考ぇ も正 墨員 郎 行動 の夫
会 ら で

昭
和
六
十
三
年
二
月

二
十
日
発
行

1
0
2東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
韮

1

四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行

所
紐
虚
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
寿
雄

編
集
代
表
岡
沢

祐

吉

湖
話
東
京

(
2
6
1

)
四
四

三
―
―

板
替
口
座

東
京

一
ー
ー
ー
四
八
―
ー
九
番

東
京
都
港
赤
区
坂

l
_

＿
ニー

六

赤
坂
グ

レ
ー
ス
ピ
ル

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
澁

詳
し
く
は
前
月
号
会
報
を
ご
覧
下
さ
い。

日
時

四
月
十
六
日

（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
ー
五
時

場
所

本
会
ル
ー
ム

参
加
費

五
百
円
（
予
稿
集
費
）

科
学
研
究
委
員
会

会
報
暉
号
3

頁
一
段
目
の
松
商
は
松

旦

硲
。

5
1
1
号
2
頁
二
段
目
の
拍
所
は
拍

手
、

3

頁
三
段
目
の
一
九
八
六
年
は

一九
八
七
年
、

5

頁
四
段
目
の
原
謙
二
は
謙
一
氏、

1
0頁
の
新
入

会
員
市
川
佐
江
子
氏
住
所
ニ
ニ
四
三
は
ニ
ニ
―二
四

と
訂
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。

●
会
報
編
集
委
員
の
一
部
交
代

5
ー

児
玉
茂
委
員
は
事
務
局
職
員
と
し
て
の
仕
事

（

に
専
念
す
る
た
め
降
り

、
代
り
に
大
森
久
男

会
員
が
会
報
編
集
委
員
に
な
り
ま
す

。

従
っ
て
校
正
、
図
栂
紹
介
等
の
作
業
は
児

玉
前
委
員
の
手
を
離
れ
ま
す
。

会
報
委
員
会

* 

④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
危
険
な
動
物
と
安
全
登
山
』
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